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翻
刻
『
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
』
(
上

摘
要

『
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
』
は
、
近
世
中
期
鳥
取
藩
を
錘
台
と
す
る
敵
討
を
描
い
た
実
録
で
あ
る
。
本
作
に
は
、
特
に
事
件
の
経
緯
、
人
物
の
捉
え
方
に
お
い

て
、
実
録
と
し
て
の
様
式
的
特
徴
が
腎
ら
れ
る
。

実
録
近
世
小
説

キ
ー
ワ
ー
ド

実
録
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
』
を
翻
刻
す
る
。
本
作
に
描
か
れ
る
の
は
、
近
世

中
期
の
宝
暦
・
明
和
頃
、
鳥
取
藩
を
舞
台
と
す
る
敵
討
で
あ
る
。

因
州
鳥
取
城
下
に
上
田
新
兵
衛
金
房
と
い
う
小
細
工
人
が
お
り
、
名
刀
を
打
つ

こ
と
で
有
名
と
な
っ
た
。
や
が
て
藩
主
、
さ
ら
に
は
将
軍
の
上
聞
に
ま
で
達
し
、

明
ら
か
に
和
ら
ぐ
の
意
を
以
て
明
和
鍛
冶
と
の
号
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
<
委
房
の

娘
お
房
に
、
森
左
七
郎
が
恋
慕
し
婚
姻
を
申
し
入
れ
た
が
、
金
房
は
こ
れ
を
断
っ

た
。
然
る
に
そ
の
後
お
房
が
同
家
中
の
高
田
清
次
郎
に
嫁
し
た
と
知
っ
た
左
七
郎

は
、
金
房
に
怨
恨
を
抱
く
こ
と
と
な
り
、
宝
暦
三
年
(
一
七
五
三
)
三
月
闇
討
ち

は
じ
め
に

山
陰
研
究
(
第
七
号
)
二
0
一
四
年
十
二
月

に
す
る
。
ま
た
左
七
郎
に
加
担
す
る
伴
平
兵
衛
が
、
高
田
清
次
郎
に
罪
を
着
せ
て

切
腹
に
追
い
込
む
。
お
房
は
こ
の
後
不
慮
の
死
を
遂
げ
、
残
さ
れ
た
金
房
の
妻
お

緒
、
息
子
重
次
郎
(
お
房
の
弟
)
、
お
冬
(
お
房
・
清
次
郎
の
娘
)
が
敵
討
の
旅
に

出
る
。
畿
内
を
経
て
江
戸
へ
出
、
伊
勢
国
に
至
っ
て
終
に
敵
左
七
郎
の
在
処
を
つ

き
と
め
、
藩
の
許
し
を
得
て
、
鳥
取
で
立
ち
合
い
討
ち
取
る
。

本
作
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
手
掛
か
り
が
な
い
。
本
作
で
は
、

事
件
当
時
の
鳥
取
藩
主
を
伊
予
守
忠
政
と
す
る
が
、
実
際
に
は
相
模
守
池
田
重
寛

で
あ
る
。
上
田
家
の
菩
提
寺
を
善
福
寺
、
最
後
に
立
ち
合
い
の
行
わ
れ
た
場
所
を

城
下
よ
り
二
十
四
丁
東
の
高
原
と
す
る
が
、
実
在
か
否
か
確
翠
き
な
い
。
全
体

に
地
名
人
名
等
の
扱
い
方
を
見
る
に
、
事
情
を
熟
知
し
た
地
元
の
者
の
手
に
ょ
っ

て
成
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
な
い
。
な
お
鳥
取
藩
に
お
け
る
事
件
を
記
録

田
中
則
雄

(
島
根
大
学
法
文
学
部
)



し
た
『
御
家
中
異
変
之
事
古
例
=
三
寛
詠
諸
集
秘
録
変
事
隷
』
(
い
ず
れ

も
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
)
に
は
、
当
事
件
に
該
当
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
(
大

嶋
陽
一
氏
示
教
)
。
事
件
自
体
が
仮
構
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し

仮
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
故
鳥
取
藩
の
事
件
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
か

と
い
、
つ
問
題
は
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
、
つ
。

本
作
に
お
い
て
敵
の
森
左
七
郎
が
最
初
か
ら
極
悪
で
あ
っ
た
と
は
さ
れ
て
い
な

い
点
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
お
房
に
恋
慕
し
て
文
も
送
り
、
様
々
心

を
尽
く
し
た
。
そ
の
上
で
婚
姻
を
申
し
入
れ
る
が
、
金
房
は
、
名
刀
を
打
つ
と
の

評
判
高
く
注
文
に
忙
殺
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
娘
も
未
だ
若
く
縁
談
は
急
が
ぬ
と
言

こ
れ
を
断
っ
た
。
然
る
に
金
房
の
知
ら
ぬ
所
で
お
房
は
高
田
清
次
郎
と
通
じ

、

して
懐
妊
し
て
お
り
、
妻
お
緒
の
説
得
も
あ
っ
て
、
や
む
な
く
こ
の
縁
を
許
し
た
が
、

こ
れ
を
聞
い
た
左
七
郎
は
激
高
し
、
終
に
金
一
房
を
闇
討
ち
に
し
た
こ
の
よ
う
に

悪
の
側
に
つ
い
て
も
そ
の
心
情
に
立
ち
入
り
、
避
け
ら
れ
ず
怨
恨
が
生
じ
事
件
に

至
る
と
い
う
経
緯
を
辿
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
お
り
、
実
録
の
様
式
を
心
得
た
者

の
手
に
成
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
取
り
上

げ
る
こ
と
と
し
た
い
0

今
号
で
は
、
巻
二
の
末
ま
で
を
翻
刻
す
る
。

翻
刻
『
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
一
(
上
)
(
田
中
則
雄
)

〔
翻
刻
〕

<
書
誌
>

0
底
本

0
表
紙

0
題
答

0
内
題

0
行
数

0
末
尾

山
崎
器
械
」
。
所
蔵
の
記
か

筆
者
架
蔵
冊

二
五
・
-
 
X
 
一
六
・
八
糎
。
藍
色
無
地

「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
全
」
。

「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
」
。

毎
半
葉
一
一
行
。

(
終
丁
裏
)
に
、
「
長
埜
県
信
濃
国
/
東
筑
摩
郡
東
条
村
/
百
四
十
九
番
地
/

<
凡
例
>漢

字
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

、

誤
字
・
{
夘
字
は
原
則
と
し
て
底
本
通
り
と
し
た
が
、
適
宜
、
本
来
あ
る
べ
き

、

字
を
(
)
に
入
れ
て
示
し
た
。
な
お
単
純
な
誤
り
に
つ
い
て
は
、
断
ら
ず
に

改
め
た
所
が
あ
る
。
脱
字
は
(
)
に
入
れ
て
補
っ
た
。

一
、
仮
名
の
濁
点
は
新
た
に
施
し
た
。

一
、
振
り
仮
名
は
原
則
と
し
て
底
本
通
り
と
し
た
。

一
、
底
本
に
は
句
読
点
が
な
く
、
翻
刻
に
あ
た
り
新
た
に
施
し
た

底
本
に
は
丁
付
が
な
く
、
翻
刻
に
あ
た
り
通
し
の
丁
付
を
(
一
オ
)
の
ご
と

、

く
示
し
た

一
、
場
面
の
転
換
等
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
、
段
落
を
設
け
た

一
、
会
話
に
相
当
す
る
部
分
を
「
」
で
括
っ
た
。

明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
巻
之
壹

上
田
金
房
由
緒
之
事
附
り
金
房
立
身
之
事

夫
惟
る
に
忠
孝
の
道
を
全
ふ
す
る
人
は
自
然
と
邪
欲
に
交
る
事
薄
く
、
ま
た
五

常
の
道
を
詳
に
す
る
も
の
は
、
お
の
づ
と
色
よ
く
に
、
心
を
乱
す
事
疎
し
と
い
へ
る
、

古
来
6
の
き
ん
言
也
と
い
へ
ど
も
、
天
地
陰
陽
合
体
し
て
皆
そ
の
中
に
孕
れ
、
鳥



獣
魚
虫
に
至
る
ま
で
何
れ
か
此
道
に
し
ら
ず
と
い
ふ
事
な
く
、
就
中
人
は
万
物
の

長
た
れ
ば
、
人
の
為
に
我
是
を
諫
め
我
為
に
も
人
ま
た
是
を
戒
る
は
、
正
し
く
神

国
の
掟
な
り
。
然
り
と
い
へ
ど
も
、
凡
夫
の
き
や
う
が
い
是
を
辨
保
つ
事
能
ず
、

色
欲
の
多
意
に
お
ぼ
れ
(
一
オ
)
窓
に
我
心
に
長
ず
る
が
故
に
、
助
か
の
争
論
よ

り
人
を
害
し
一
、
心
を
転
動
す
る
を
以
て
、
録
に
離
れ
家
を
破
り
、
そ
の
身
の
た

、

ず
み
な
く
路
頭
に
さ
ま
よ
ひ
、
終
に
身
を
亡
す
類
ひ
、
昔
6
か
ぞ
ふ
る
に
い
と
ま

あ
ら
ず
。
今
天
下
太
平
に
治
り
四
海
八
島
の
外
迄
も
静
證
と
い
へ
ど
も
、
か
く
の

類
ひ
を
以
て
爰
か
し
こ
に
縄
の
濫
觴
よ
り
闘
論
の
基
ひ
を
組
、
仮
り
初
に
身
を
失

ふ
事
多
、
殺
報
則
車
の
輪
の
廻
る
が
如
く
な
り

中
に
も
宝
暦
二
未
年
十
一
月
十
一
日
に
当
り
、
因
州
鳥
取
の
城
下
に
い
さ
、
か

の
事
よ
り
騒
動
せ
し
事
有
り
。
そ
の
始
末
を
い
か
に
と
尋
に
、
因
幡
国
鳥
取
の
城

主
池
田
従
三
位
宰
相
三
左
衛
門
尉
源
輝
政
卿
の
嫡
男
松
平
宮
内
少
輔
従
四
位
少
将

源
忠
雄
卿
の
後
胤
、
初
は
備
前
国
(
一
ウ
)
岡
山
の
国
主
た
り
と
い
へ
ど
も
、
故

あ
つ
て
因
州
へ
転
じ
た
ま
へ
、
三
拾
一
万
石
余
を
領
せ
ら
れ
て
当
太
守
を
松
平
伊

予
守
従
四
位
少
将
源
朝
臣
忠
政
卿
と
申
奉
り
、
国
政
専
ら
曲
れ
る
事
な
く
、
し
か

る
に
此
城
下
に
上
田
新
兵
衛
金
房
と
い
ふ
も
の
有
。
代
々
小
細
工
人
に
て
、
こ
と

に
生
得
器
量
も
有
之
家
業
に
出
精
し
、
金
希
工
の
妙
を
得
る
事
普
く
衆
人
に
秀
、

人
皆
賞
翫
浅
か
ら
ず
。
い
つ
の
頃
よ
り
か
自
然
と
打
物
を
う
ち
覚
、
近
頃
是
を
家

、し

業
と
す
。
故
に
鳥
取
に
て
家
中
こ
ぞ
つ
て
是
を
も
と
め
試
る
時
、
甚
鍛
ひ
ょ
く
切

れ
味
い
か
に
も
す
る
ど
く
、
天
晴
名
作
、
新
兵
衛
家
系
な
く
し
て
か
、
る
き
だ
い

の
打
も
の
を
打
初
し
事
中
興
例
し
な
き
者
と
て
、
一
統
に
是
を
褒
美
三
オ
)

せ
ず
と
い
ふ
事
な
く
、
太
守
の
御
聞
に
達
し
、
奇
特
に
思
し
召
御
用
等
被
仰
付
、

国
の
宝
也
と
有
て
、
一
家
中
に
も
専
ら
是
を
望
む
事
と
は
成
ぬ
。
去
る
に
ょ
つ
て

新
兵
衛
が
繁
昌
実
も
時
を
得
た
り
。

然
る
に
宝
暦
元
年
三
月
の
事
也
し
が
、
時
の
将
軍
内
大
臣
家
重
公
の
上
意
有
る

(
に
)
依
て
御
老
中
松
平
右
近
将
監
殿
是
を
う
け
給
、
日
本
国
中
往
古
よ
り
名
鑑
に

そ
の
名
を
発
せ
し
刀
鍛
冶
の
家
今
に
相
続
し
有
之
分
具
に
書
記
し
、
国
主
地
頭
6

可
申
上
之
由
御
改
有
り
。
依
之
国
々
6
書
付
を
以
差
上
ら
れ
た
り
。
池
田
家
に
は

御
当
家
格
別
の
御
由
緒
あ
る
に
寄
、
内
分
御
伺
も
な
く
、
此
度
上
田
新
兵
衛
金
房

私
の
才
智
を
以
て
名
作
の
打
物
を
打
始
し
事
、
誠
に
天
下
の
三
ウ
)
重
宝
な
ら

ん
と
、
伊
予
守
殿
の
御
賢
慮
に
て
、
往
古
6
因
州
相
続
の
刀
鍛
冶
は
申
に
不
及

害
付
之
奥
に
上
田
金
房
の
名
前
も
書
添
ら
れ
、
御
役
人
中
迄
是
を
差
出
し
給
へ
る
。

し
か
る
に
将
軍
家
一
々
御
上
覧
ま
し
/
＼
け
る
所
に
、
池
田
家
よ
り
差
出
し
書
付

之
中
に
、
往
古
6
名
鑑
に
も
無
之
上
田
金
房
と
い
へ
る
も
の
中
興
希
代
の
鍛
冶
な

る
事
を
聞
召
、
金
房
に
命
じ
て
一
尺
八
寸
の
打
物
を
鍛
ひ
差
上
べ
し
と
の
御
事
、

池
田
家
え
被
仰
渡
た
り
。
折
節
伊
予
守
殿
在
国
の
砺
な
れ
ぱ
、
早
々
此
由
を
申
来
る
。

太
守
に
も
御
大
慶
に
お
ぼ
し
召
、
新
兵
衛
を
呼
出
さ
れ
、
江
戸
表
よ
り
御
用
之
趣

逐
一
仰
付
ら
れ
、
「
大
節
の
御
事
御
家
の
御
外
聞
に
も
相
懸
る
事
。
随
分
念
入
出
来

致
す
べ
し
」
と
、
役
人
を
も
附
置
れ
た
り
。
(
三
オ
)
新
兵
衛
身
に
余
り
時
の
面
ぼ

く
此
上
な
し
、
難
有
旨
御
請
申
上
、
御
書
付
を
頂
戴
致
罷
帰
り
、
夫
6
家
内
を
清

め
細
工
場
の
四
方
に
は
し
め
を
張
檀
場
を
運
て
神
慮
を
す
・
し
め
、
其
身
は
七

日
が
間
行
法
を
勤
、
地
金
を
改
め
精
根
を
尽
し
、
昼
夜
丹
誠
を
抽
ん
で
是
を
鍛
ひ

し
所
に
、
漸
々
其
年
仲
夏
下
旬
に
一
尺
八
寸
の
脇
指
、
無
銘
に
し
て
出
来
せ
り
。

依
之
大
勢
い
役
人
代
り
/
＼
相
改
め
し
所
、
無
庇
に
し
て
さ
も
能
く
出
来
し
故
、

太
守
の
御
覧
に
入
け
る
に
、
希
代
の
打
物
な
れ
ば
、
太
守
に
も
御
喜
悦
有
之
、
滞

な
く
東
武
え
献
ら
れ
け
る
。
御
使
者
と
し
て
物
頭
役
内
藤
重
太
夫
八
百
石
是
を
承
り
、

か
の
一
腰
を
持
参
し
東
武
へ
至
り
、
御
用
番
酒
井
左
衛
肌
殿
え
差
出
す
。
酒
井
殿

に
も
御
内
見
有
し
所
、
(
三
ウ
)
殊
外
見
事
成
る
故
、
将
軍
の
御
上
覧
に
備
へ
奉
る
。

早
速
御
上
覧
あ
る
に
、
実
に
ふ
し
ぎ
の
名
作
、
中
興
稀
に
し
て
地
金
6
鍛
ひ
の
様

子
甚
す
る
ど
く
、
中
乱
に
し
て
、
古
今
の
出
来
誹
判
す
べ
き
所
な
し
。
依
之
大
岡

翻
刻
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
」
(
上
)
(
田
中
則
雄
)
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出
雲
守
殿
え
命
じ
て
切
れ
味
の
義
を
試
み
る
べ
し
と
の
御
事
也
。
依
之
大
岡
殿
早
速

御
た
め
し
あ
る
に
、
往
古
よ
り
名
高
き
相
州
の
正
宗
小
鍛
冶
宗
近
に
も
お
と
ら
ず
、

二
胴
敷
う
で
少
し
も
無
滞
段
言
上
有
け
る
故
、
将
軍
家
に
も
殊
外
御
感
少
か
ら
ず
、

「
誠
に
国
の
重
宝
成
べ
し
。
然
ば
重
而
弐
尺
三
寸
の
刀
を
打
せ
銘
を
し
る
し
差
上
可

申
」
旨
上
意
也
。
酒
井
殿
早
々
池
田
家
え
申
渡
さ
る
。
伊
予
守
殿
御
悦
浅
か
ら
ず
し

て
、
深
く
新
兵
衛
を
称
美
し
給
ひ
、
重
而
御
用
之
(
四
オ
)
一
刀
を
被
仰
付
た
り
。

此
時
孟
秋
上
旬
な
り
。
金
房
は
始
め
の
一
腰
如
何
有
ら
ん
と
昼
夜
神
仏
を
念
ぜ
し

処
に
、
何
の
無
滞
御
上
御
心
に
相
叶
ひ
、
再
び
御
用
被
仰
付
し
事
冥
加
に
叶
ひ
難

有
御
請
申
上
、
又
此
一
刀
に
か
、
る
。

然
る
に
翌
年
二
月
中
旬
に
出
来
す
。
此
時
再
応
御
改
め
之
上
無
庇
に
成
就
せ
し

故
、
御
使
者
に
は
物
頭
役
相
楽
求
馬
を
以
て
東
武
へ
差
出
さ
れ
、
御
老
中
西
尾
隠

岐
守
殿
へ
差
上
候
所
、
元
6
始
の
一
腰
御
上
に
も
御
感
の
事
な
れ
ば
、
時
々
御
噂

な
ど
有
之
出
来
之
事
御
待
兼
の
御
様
子
な
る
に
ょ
り
、
早
速
此
由
言
上
す
。
早
々

御
上
覧
有
之
処
殊
外
見
事
に
出
来
せ
し
事
な
れ
ぱ
、
弥
御
機
嫌
宜
敷
「
往
古
の

名
作
に
も
勝
れ
中
興
き
だ
い
の
者
也
。
殊
に
以
か
く
の
類
ひ
は
一
寸
に
て
も
長
た

る
を
以
(
四
ウ
)
其
甲
乙
を
眼
前
に
顕
す
と
い
へ
ど
も
、
始
の
短
刀
よ
り
も
此
刀

ナ
カ
ゴ

ぱ
つ
く
ん
よ
く
打
上
し
事
邇
の
名
誉
な
り
」
と
有
て
、
心
を
御
覧
被
遊
し
所
に
、

上
田
金
房
と
銘
甚
明
ら
か
也
。
元
来
小
細
工
金
彫
の
家
業
な
る
故
、
銘
の
様
子
文

字
の
運
び
い
た
つ
て
あ
ざ
や
か
也
。
明
ら
か
に
和
ら
ぐ
と
の
心
を
以
て
自
今
は
明

和
鍛
冶
と
号
し
、
伊
勢
守
と
従
官
を
ゆ
る
し
あ
た
へ
、
上
田
伊
勢
守
金
房
と
記
す

べ
し
と
の
御
事
に
て
、
御
褒
美
と
し
て
白
銀
五
拾
枚
被
下
、
世
上
の
宝
也
と
御
感

少
か
ら
ず
。
猶
又
池
田
家
6
も
不
便
を
か
け
遣
し
、
上
田
の
家
系
末
長
く
相
続
致

さ
せ
候
様
に
と
の
御
事
な
り
。
此
義
逐
一
に
因
州
へ
申
来
り
し
故
に
、
太
守
に
も

御
喜
悦
有
り
、
上
田
新
兵
衛
を
召
出
さ
れ
、
江
戸
6
拝
領
の
品
(
五
オ
)
被
下
置
、

池
田
家
よ
り
弐
拾
人
扶
持
を
被
下
置
、
以
来
小
細
工
人
の
部
に
被
申
付
、
太
守
に

翻
刻
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
』
(
上
)
(
田
中
則
雄
)

も
御
目
見
を
ゆ
る
し
給
ひ
、
御
直
命
を
以
深
く
御
称
美
有
之
候
。
依
之
新
兵
衛
金

房
大
き
に
平
伏
し
て
、
冥
加
に
相
叶
ひ
此
上
も
な
き
仕
△
口
、
自
分
の
器
量
を
以
て

打
そ
め
し
事
、
向
運
に
ょ
り
将
軍
家
の
御
感
に
預
り
、
御
金
を
拝
領
し
、
剰
へ
従

官
頂
戴
の
事
な
れ
ば
、
金
房
誠
に
時
を
得
面
目
身
に
余
り
け
る
。
夫
6
銘
々
上
田

伊
勢
守
金
房
と
号
す
。
元
6
江
戸
御
役
人
中
6
も
追
々
御
用
之
御
腰
物
被
仰
付
、

池
田
家
之
御
用
は
申
に
不
及
、
一
{
永
中
6
も
我
も
ノ
＼
と
噌
の
一
刀
誹
の
注
文
、

あ
た
か
も
山
の
ご
と
し
。
元
6
俄
細
工
人
の
事
な
れ
ぱ
、
更
に
寸
暇
を
得
ず
、
昼

夜
家
業
に
精
出
し
、
追
々
金
房
を
慕
ひ
門
弟
の
(
五
ウ
)
集
る
事
、
一
ケ
月
計
之

内
に
拾
七
人
に
お
よ
ぶ
。
依
之
工
永
中
評
判
は
い
ふ
に
不
及
、
隣
国
と
も
に
専
金

房
を
称
美
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
去
る
に
ょ
つ
て
、
只
因
州
に
て
は
新
兵
衛
が
評

判
の
み
な
り
。

然
る
に
新
兵
衛
二
人
の
子
有
り
。
惣
領
は
先
妻
の
子
に
而
娘
也
。
名
を
お
ふ
さ

と
よ
び
、
此
年
十
八
歳
也
。
次
男
は
後
妻
の
子
に
而
男
子
、
重
次
郎
と
て
三
才
也
。

新
兵
衛
は
四
十
七
歳
に
成
し
事
故
、
太
守
に
も
十
次
郎
が
成
人
を
待
遠
に
思
召
、

数
度
御
懇
命
の
御
内
意
な
ど
も
有
之
也
。
工
永
中
迎
も
一
統
に
こ
ぞ
つ
て
十
次
郎

を
引
の
ば
す
や
う
に
お
も
へ
り
。
新
兵
衛
も
甚
は
げ
み
、
日
々
昼
夜
怠
り
な
く
出

精
し
け
る
誠
に
珍
ら
し
き
事
ど
も
也
。
池
田
家
の
御
同
姓
方
は
申
に
不
及
近

国
の
諸
侯
方
よ
り
も
(
六
オ
)
聞
伝
へ
ノ
＼
て
、
伊
予
守
殿
御
方
へ
御
頼
有
之
、

よ
り
/
＼
金
房
が
打
物
を
御
所
望
被
成
、
其
外
便
を
求
め
た
し
な
み
に
せ
ん
と
す

る
輩
日
々
群
参
し
て
門
前
に
市
を
な
す
事
、
い
か
に
も
目
ざ
ま
し
か
り
し
繁
昌
な

二
四

森
左
七
郎
一
刀
を
望
む
事
附
り
左
七
郎
金
房
娘
お
房
に
執
心
之
事
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さ
る
ほ
ど
に
因
州
鳥
取
の
城
下
に
お
い
て
上
田
新
兵
衛
が
家
業
日
に
栄
へ
て
こ

と
の
外
繁
昌
し
け
る
。
爰
に
森
左
七
郎
と
て
、
五
拾
俵
に
五
人
扶
持
を
領
し
、
代
々

郷
代
官
を
勤
る
人
有
り
。
此
親
は
森
左
太
夫
と
て
、
廉
直
の
人
に
て
、
支
配
所
の

百
性
村
々
の
取
計
ひ
ょ
く
愛
憐
を
く
わ
へ
撫
育
せ
し
故
、
上
の
首
尾
も
(
六
ウ
)

宜
敷
、
左
太
夫
病
死
し
て
家
督
無
滞
相
続
し
て
其
儘
に
郷
代
官
役
を
命
ぜ
ら
れ
た

り
。
故
に
左
七
郎
内
福
に
而
当
時
独
身
故
、
一
僕
を
召
仕
へ
り
。
然
る
に
鳥
取
の

城
下
一
統
に
上
田
の
評
判
有
て
工
永
中
追
々
噌
の
一
刀
を
望
み
け
る
事
な
れ
ば
、

左
七
郎
も
生
得
強
き
男
に
て
年
廿
三
歳
、
力
業
を
好
み
、
別
而
角
力
を
好
み
け
る

人
成
る
が
、
是
も
金
房
に
打
物
を
あ
つ
ら
へ
た
し
な
み
に
せ
ん
と
思
ひ
て
注
文
三

通
懐
中
し
て
、
宝
暦
二
年
五
月
下
旬
に
新
兵
衛
宅
へ
至
り
、
今
度
繁
昌
の
悦
を
述

対
面
し
、
「
某
も
何
卒
一
刀
誹
へ
申
度
、
則
注
文
持
参
せ
し
」
段
申
述
け
る
。
新
兵

衛
承
り
、
「
委
細
畏
入
候
。
乍
去
御
覧
之
通
俄
細
工
人
の
事
に
御
座
候
得
ぱ
、
殊
外

取
込
罷
在
候
。
江
戸
表
6
の
御
用
ど
も
又
(
七
オ
)
当
殿
様
の
御
用
は
申
上
に
不

及
、
御
家
中
方
6
御
眺
等
の
御
注
文
山
の
ご
と
く
御
座
候
得
ば
、
中
々
過
急
に
は

打
上
候
御
請
合
は
難
致
候
。
先
押
積
り
当
年
中
に
は
出
来
不
仕
候
間
、
左
様
に
思

召
被
下
べ
し
。
尤
御
名
前
は
帳
面
に
記
し
置
可
申
候
。
先
く
の
御
方
6
仕
立
申

候
間
、
御
注
文
の
義
は
先
御
請
取
申
問
敷
候
。
ケ
様
に
取
込
之
中
と
申
、
外
々
様

6
之
御
注
文
も
あ
ま
た
有
之
候
事
に
御
座
候
へ
ぱ
、
若
や
紛
失
等
も
御
座
候
而
は

迷
惑
仕
候
問
、
追
而
是
よ
り
御
案
内
可
申
上
候
。
其
節
御
注
文
御
請
取
申
上
べ
し
」

と
申
け
る
。
左
七
郎
は
聞
て
、
「
尤
の
事
。
成
ほ
ど
せ
ん
く
の
誹
も
数
多
有
之
べ

し
。
乍
併
明
年
と
申
せ
ば
け
し
か
ら
ず
待
遠
に
候
問
、
何
卒
少
し
も
早
く
呉
々
頼

入
存
候
。
注
文
持
参
い
た
し
候
へ
ぱ
、
た
の
し
み
も
な
く
候
間
、
や
は
り
御
請
取

置
(
七
ウ
)
被
下
べ
し
。
紛
失
致
候
と
も
少
し
も
不
苦
。
其
時
は
又
々
認
て
遣
べ

し
」
と
、
無
理
に
注
文
を
渡
し
、
其
日
は
立
帰
り
け
る
。

左
七
郎
も
兎
負
金
房
が
打
物
を
望
け
る
故
、
急
に
手
に
入
度
思
ひ
け
れ
ど
も
、

過
急
に
は
出
来
し
が
た
き
由
な
れ
ば
、
つ
く
ぐ
お
も
ひ
け
る
は
、
「
新
兵
衛
が
繁

昌
扱
々
聞
し
増
り
彩
し
き
事
也
。
其
儘
に
さ
し
置
て
は
弥
出
来
お
そ
か
る
べ
し
。

兎
角
数
度
か
れ
が
宅
へ
立
越
て
催
促
す
る
に
は
し
か
じ
」
と
思
ひ
、
夫
6
新
兵
衛

が
方
へ
日
々
の
や
う
に
至
り
せ
め
立
け
る
。
金
房
も
大
き
に
取
込
の
事
な
れ
ぱ
、

内
弟
子
の
者
共
を
引
廻
し
家
業
さ
か
ん
な
り
。
然
る
に
或
日
左
七
郎
は
新
兵
衛
が

娘
の
お
ふ
さ
を
見
そ
め
、
殊
外
執
心
せ
り
。
元
6
お
房
は
き
り
や
う
よ
く
、
十
人

に
勝
れ
し
事
(
ハ
オ
)
な
れ
ぱ
、
近
辺
に
而
も
評
判
せ
し
娘
也
。
左
七
郎
は
計
ら

ず
も
恋
風
に
さ
そ
わ
れ
、
今
は
望
し
刀
の
事
も
わ
き
に
な
り
、
何
卒
お
ふ
さ
を
我

妻
に
貰
度
も
の
也
と
お
も
ひ
込
、
夫
6
は
な
を
/
＼
繁
く
新
兵
衛
方
へ
至
、
折
よ

き
時
は
艷
書
な
ど
を
お
く
り
け
り
。
左
七
郎
は
し
き
り
に
恋
侘
、
さ
ま
ぐ
心
を

尽
し
け
り
。
何
卒
人
を
以
て
表
向
6
所
望
せ
ん
と
思
ひ
け
れ
丑
へ
頼
む
べ
き
も
の

も
な
く
、
「
上
田
家
以
前
は
無
録
な
れ
ど
も
、
当
時
か
れ
が
器
量
に
寄
一
刀
を
打
始
、

将
軍
家
の
御
感
に
預
り
太
守
6
も
御
扶
持
被
下
置
、
細
工
人
の
部
に
入
し
事
な
れ

ば
、
我
々
と
も
膝
を
も
並
る
も
の
に
て
、
我
窮
に
す
る
に
小
ノ
し
も
恥
ケ
し
か
ら
ず
」

と
お
も
ひ
け
る
程
、
心
も
爰
に
あ
ら
ず
昼
夜
(
ハ
ウ
)
の
差
別
も
な
く
も
ぬ
け
の

か
ら
の
ご
と
く
、
夢
現
に
も
お
ふ
さ
が
事
の
み
お
も
ひ
あ
こ
が
れ
居
た
り
け
る
。

爰
に
又
左
七
郎
に
御
預
ケ
の
支
配
所
の
内
に
而
八
木
村
と
い
へ
る
所
に
伴
平
兵

衛
と
い
ふ
も
の
有
。
此
親
は
平
右
衛
門
と
て
、
代
々
八
木
村
の
庄
屋
成
し
が
、
先

年
平
右
衛
門
私
欲
を
以
て
郷
方
の
百
性
共
を
せ
ぶ
り
取
て
お
の
れ
が
富
貴
を
望
し

事
あ
り
。
此
時
右
之
趣
露
顕
し
け
る
故
、
御
仕
置
に
も
可
被
仰
付
所
、
左
七
郎
が

親
左
太
夫
彼
是
情
を
か
け
、
悪
事
な
が
ら
も
年
久
し
く
馴
染
し
事
故
、
不
便
に
お

も
ひ
、
上
、
、
、
た
る
役
人
中
へ
よ
き
様
に
申
立
、
あ
や
う
き
所
を
す
く
ひ
、
平
右
衛
門

を
助
け
け
る
故
、
退
役
の
み
の
事
に
て
村
を
も
追
立
ら
れ
ず
に
元
庄
屋
と
い
ふ
て

隠
居
し
た
り
。
年
経
て
平
右
衛
門
も
死
し
(
九
オ
)
其
子
平
三
郎
と
い
ふ
も
の
家

を
ば
相
続
せ
り
。
次
男
に
平
兵
衛
と
い
ふ
者
有
り
。
是
は
は
な
は
だ
く
つ
き
や
う

翻
刻
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
一
(
上
)
(
田
中
則
雄
)
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の
生
付
故
、
当
時
城
下
に
足
軽
奉
公
し
て
居
た
り
然
る
に
平
兵
衛
常
々
森
の
家

を
ぱ
大
切
に
お
も
ひ
、
「
我
家
の
あ
ん
お
ん
に
親
子
と
も
死
を
遁
れ
し
事
も
全
く
左

太
夫
様
の
御
影
な
れ
ぱ
、
か
り
初
に
も
森
家
を
お
ろ
そ
か
に
す
べ
き
や
う
な
し
」

と
、
実
情
に
お
も
ひ
^
け
れ
ば
、
^
七
^
と
随
^
懇
に
^
、
^
日
等
は
怠
り
な
く

礼
を
勤
め
内
外
出
入
し
、
左
七
郎
を
大
切
に
致
け
る
が
、
此
事
左
七
郎
も
兼
々
奇

特
に
お
も
ひ
、
亙
に
隔
る
事
な
し
。
左
七
郎
は
只
明
暮
お
房
が
事
の
み
お
も
ひ
暮

し
、
日
に
幾
度
と
な
く
新
兵
衛
方
へ
行
て
打
物
の
催
促
に
事
よ
せ
お
ふ
さ
が
(
九

ウ
)
美
敷
粧
ひ
を
見
ん
と
て
、
更
に
帰
る
事
を
し
ら
ず
。
新
兵
衛
は
此
事
に
心
付

ず
。
さ
れ
ど
も
う
る
さ
く
お
も
ひ
、
取
込
の
中
に
か
く
折
敏
永
く
来
り
し
故
、
と
ん

じ
や
く
は
せ
ね
ど
も
、
お
の
づ
と
{
永
業
の
邪
魔
に
成
け
る
故
、
後
に
は
左
七
郎
に

対
面
も
せ
ず
、
奥
ふ
か
き
所
に
細
工
場
を
栫
へ
引
籠
り
居
た
り
け
る
依
之
左
七

郎
力
な
く
少
し
は
遠
、
ざ
か
る
と
は
い
へ
ど
も
、
貴
賤
老
若
の
差
別
な
く
只
色
欲
の

道
計
は
世
に
止
が
た
き
も
の
と
い
、
伝
へ
し
も
た
が
わ
ず
、
別
し
て
血
気
盛
ん
の

左
七
郎
な
れ
ば
、
口
<
一
図
に
思
ひ
込
も
だ
へ
く
る
し
み
様
々
工
夫
を
し
け
る
は
、

彼
平
兵
衛
事
思
ひ
出
し
、
「
是
究
寛
の
仲
人
也
。
元
6
伴
平
兵
衛
事
は
平
日
我
家
を

大
切
に
し
、
実
情
を
尽
し
て
怠
る
事
な
く
(
十
オ
)
懇
意
に
せ
り
。
別
而
当
時
彼
,

は
山
田
杢
之
助
が
組
に
入
て
足
軽
を
勤
め
居
る
故
、
新
兵
衛
と
も
定
而
心
易
か
る

べ
し
。
平
兵
衛
を
呼
よ
せ
我
存
念
を
も
唱
し
仲
人
さ
せ
ん
」
と
心
付
け
れ
ぱ
、
片

時
も
ま
た
ず
平
兵
衛
方
へ
用
事
有
よ
し
申
送
り
、
「
早
々
来
る
べ
し
」
と
申
遣
し
け

り
。
誠
に
恋
は
心
の
外
也
と
い
ふ
世
の
た
と
へ
な
れ
ど
も
、
ひ
と
へ
に
是
人
間
愛

情
の
事
ゆ
へ
、
左
七
郎
此
事
の
み
に
心
を
労
し
お
の
づ
か
ら
奉
公
も
等
閑
に
成
に

ナ
リ
0

翻
刻
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
」
(
上
)
(
田
中
則
雄

か
く
て
森
左
七
郎
は
朝
三
暮
四
恋
路
の
や
み
に
ふ
み
迷
ひ
け
る
が
、
(
十
ウ
)
平

兵
衛
を
招
よ
せ
頼
ま
ん
と
、
せ
め
て
は
是
を
力
に
て
、
今
や
ノ
＼
と
平
兵
衛
が
来

る
を
待
居
た
り
扱
又
伴
平
兵
衛
は
森
家
よ
り
呼
に
来
り
し
故
、
何
事
や
ら
ん
と

急
ぎ
森
家
へ
来
り
け
れ
ば
、
左
七
郎
酒
肴
を
調
へ
置
い
つ
/
＼
よ
り
も
殊
の
外
念

頃
に
も
て
な
し
、
酒
宴
を
催
し
や
、
久
敷
時
を
移
し
け
る
。
平
兵
衛
申
け
る
は
、

「
何
か
御
用
御
座
候
由
被
仰
越
候
。
い
か
な
る
御
事
御
座
候
哉
、
承
度
候
」
と
申
け

れ
ぱ
、
左
七
郎
取
あ
へ
ず
、
「
成
ほ
ど
貴
殿
を
招
し
は
、
左
七
郎
が
身
命
娠
て
頼

入
度
事
あ
る
故
に
呼
寄
た
り
。
何
に
寄
ら
ず
承
知
被
致
可
給
哉
」
。
平
兵
衛
答
て
、

「
是
は
急
度
し
た
る
仰
哉
。
い
か
様
の
義
か
存
不
申
候
得
共
、
厚
恩
の
御
家
に
候
得

ぱ
、
少
し
も
鯉
末
に
存
べ
き
い
わ
れ
な
し
。
(
十
一
オ
)
親
平
右
衛
門
嶺
り
に
ょ

つ
て
家
内
め
つ
ぼ
う
に
可
及
折
か
ら
、
御
親
父
様
の
御
影
に
而
別
条
な
く
家
も
立
、

今
以
兄
義
相
続
仕
候
^
ひ
と
へ
に
/
＼
難
有
存
候
得
ば
、
御
^
お
ん
の
た
め
、
た

と
へ
一
命
に
相
懸
り
し
義
に
て
も
何
し
に
そ
む
き
可
申
哉
。
御
心
置
な
く
被
仰
聞

べ
し
」
と
申
け
れ
ば
、
左
七
郎
聞
て
、
「
か
ね
メ
＼
貴
殿
の
実
情
我
よ
く
知
れ
り
。何

然
ぱ
頼
入
度
一
義
い
わ
ん
」
と
せ
し
が
、
流
石
あ
か
ら
さ
ま
に
も
云
か
ね
て
、

と
や
ら
心
恥
か
敷
暫
く
口
ご
も
り
け
る
故
、
平
兵
衛
其
意
味
を
知
ら
ざ
れ
ぱ
、

「
そ
の
用
事
と
は
如
何
成
訳
」
と
再
応
相
尋
け
る
に
ょ
り
、
思
ひ
内
に
有
れ
ば
色
外

に
顕
る
、
な
ら
ひ
、
左
七
郎
赤
面
し
て
云
兼
し
が
、
漸
々
と
心
を
定
め
、
「
い
か
に

平
兵
衛
、
今
貴
殿
に
頼
入
度
義
余
の
義
に
非
ず
。
其
元
も
存
之
通
、
(
十
一
ウ
)
我

い
ま
だ
無
妻
也
。
親
類
共
も
彼
是
矮
欣
す
、
む
る
な
れ
ど
も
、
我
心
に
叶
ふ
縁
な

し
。
然
る
に
今
度
将
軍
家
の
御
称
美
に
預
り
て
殿
6
も
御
取
立
の
上
田
新
兵
衛
金

房
の
娘
お
ふ
さ
と
い
へ
る
は
、
生
附
も
宜
敷
、
甚
我
、
心
に
叶
へ
り
。
去
る
に
依
而

何
卒
新
兵
衛
に
貰
ひ
得
ん
と
お
も
へ
ど
も
、
仲
人
に
頼
べ
き
人
な
く
、
数
日
を
煩

は
し
め
た
り
我
家
と
て
も
少
録
な
れ
ど
も
代
々
役
義
相
勤
る
事
な
れ
ば
、
陪
臣

伴
平
兵
衛
森
家
を
し
た
し
む
事
附
り
平
兵
衛
縁
組
を
取
持
事
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町
家
よ
り
縁
を
求
る
事
叶
ず
。
当
時
新
兵
衛
は
小
細
工
人
の
部
に
入
、
則
我
々
と

も
膝
を
な
ら
ぶ
る
も
の
な
れ
ぱ
、
我
窮
に
す
る
に
瑚
か
不
足
な
し
。
何
と
貴
殿
金

房
方
へ
至
り
、
我
存
念
を
も
噌
し
、
何
と
ぞ
し
て
殻
之
義
偏
に
頼
入
所
也
」
と
、

誠
に
思
ひ
詰
し
顔
色
に
て
申
け
れ
ぱ
、
平
兵
衛
逐
一
に
承
り
、
「
何
事
(
十
ニ
オ
)

や
ら
ん
と
気
遣
敷
ぞ
ん
じ
た
る
に
、
心
易
き
御
事
也
。
新
兵
衛
希
代
の
立
身
を
仕

候
事
、
普
く
世
の
人
存
る
所
也
御
縁
を
組
れ
候
と
も
恥
し
か
ら
ぬ
御
事
。
又
娘

が
生
れ
付
も
尋
常
に
而
思
召
に
叶
た
る
も
理
也
成
程
御
世
話
仕
べ
し
。
下
地
新

兵
衛
と
も
心
易
候
故
、
幸
の
事
也
乍
去
此
義
は
外
の
事
と
違
縁
づ
く
之
義
に
而

候
へ
ば
、
親
得
心
に
て
も
子
の
心
不
知
。
娘
す
、
み
て
も
又
新
兵
衛
が
所
存
も
計

が
た
し
。
然
ぱ
只
今
聢
と
御
請
合
申
上
候
義
は
仕
難
し
。
先
々
申
遣
候
而
、
追
而

御
答
申
上
べ
し
」
と
申
け
る
。
左
七
郎
も
呉
々
頼
相
別
れ
け
る
。

平
兵
衛
は
左
七
郎
が
其
有
様
を
見
る
に
、
甚
執
、
心
深
き
体
ゆ
へ
、
即
時
に
新
兵

衛
方
へ
至
り
け
る
。
然
れ
ど
も
雲
か
の
ご
と
く
の
誹
も
の
に
而
大
取
込
、
新
兵
衛

も
細
工
場
を
は
な
る
、
事
な
く
、
中
々
対
面
(
十
ニ
ウ
)
す
べ
き
い
と
ま
な
し
。

平
兵
衛
力
な
く
、
家
業
追
日
繁
栄
の
事
を
称
美
し
、
「
扱
又
少
々
御
畷
申
度
義
有
之

参
た
れ
ど
も
、
御
取
込
の
事
故
、
先
罷
帰
り
申
べ
し
。
夜
分
は
定
而
御
休
被
成
べ

し
。
晩
ほ
ど
参
系
女
敷
御
物
語
致
す
べ
し
」
と
て
帰
り
ぬ
。

扱
程
な
く
夜
に
入
け
れ
ぱ
、
平
兵
衛
ふ
た
、
び
来
り
け
る
。
新
兵
衛
対
面
、
何

か
と
挨
拶
の
上
に
而
、
平
兵
衛
申
け
る
は
、
「
扱
御
唱
し
申
度
義
と
申
は
外
の
事
に

も
あ
ら
ず
。
某
無
余
義
被
頼
候
故
伺
公
致
せ
し
也
。
其
元
御
娘
子
何
卒
縁
談
取
結

び
申
度
望
に
御
座
候
。
其
仁
は
兼
而
貴
殿
に
も
御
存
知
の
森
左
七
郎
殿
也
。
年
頃

と
い
＼
森
家
も
少
録
な
が
ら
代
々
役
義
勤
ら
れ
御
上
の
首
尾
も
宜
敷
、
双
方
共

に
御
相
応
之
御
縁
談
と
存
候
也
。
某
義
は
子
細
有
而
森
家
に
は
甚
懇
意
を
結
び
、

常
に
内
外
(
十
三
オ
)
立
入
候
得
ぱ
、
左
七
郎
殿
気
し
つ
も
能
存
居
候
間
、
御
仲

人
致
べ
し
。
貴
殿
得
心
有
之
候
は
、
宜
敷
御
返
依
叩
承
り
た
し
」
と
、
段
々
能
事
の

み
仲
人
口
に
申
立
、
「
何
卒
首
尾
せ
ん
」
と
叫
け
れ
ぱ
、
新
兵
衛
俄
に
礼
義
糺
し
、

「
是
は
/
＼
数
な
ら
ぬ
娘
義
御
所
望
に
預
候
事
千
万
示
、
殊
に
貴
殿
御
懇
意
の
御
世

話
重
々
大
慶
仕
候
。
早
速
に
御
返
答
申
度
候
得
共
、
御
覧
の
通
り
家
業
殊
の
外
繁

多
に
御
座
候
得
ば
、
昼
夜
片
時
の
い
と
ま
も
非
ず
大
取
込
に
罷
在
、
其
上
娘
事
い

ま
だ
幼
年
と
申
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
又
年
長
し
と
申
に
も
非
ず
。
禦
耿
と
て
も
取

急
ぎ
候
事
に
も
な
し
。
中
々
其
所
へ
は
行
届
き
不
申
。
殊
に
以
か
れ
は
先
妻
の
子

に
て
、
幼
少
6
母
に
別
れ
父
育
に
て
、
下
賤
の
私
風
情
に
候
得
ば
、
存
な
が
ら
手

も
廻
ら
ず
(
十
三
ウ
)
す
て
置
候
得
ぱ
、
女
職
と
て
も
ろ
く
ノ
＼
仕
得
ず
。
不
行

義
に
而
万
事
ふ
?
か
に
候
故
、
中
々
御
家
中
方
へ
は
差
出
候
而
も
一
向
に
間
に

(
介
〕間

可
申
も
の
に
非
ず
。
思
召
は
近
頃
柔
候
得
共
右
之
仕
合
に
候
へ
ば
、
何
分
宜

御
断
被
仰
上
可
被
下
候
。
思
召
寄
御
心
入
千
万
示
」
の
よ
し
を
念
頃
に
一
礼
し
け

れ
ぱ
、
又
押
返
し
て
平
兵
衛
申
け
る
は
、
「
一
通
り
の
御
辞
退
は
尤
至
極
。
乍
去
御

息
女
の
生
立
を
よ
そ
な
が
ら
見
申
に
、
中
々
左
に
非
ず
。
殊
に
以
て
左
七
郎
殿
は

当
時
独
身
に
而
両
親
も
な
く
、
只
さ
し
む
か
ひ
に
て
内
福
な
れ
ぱ
、
万
事
苦
労
な

く
、
ま
た
役
介
迎
も
無
之
候
得
ば
、
た
と
へ
女
職
の
御
心
へ
な
く
て
も
、
少
も
苦

し
か
ら
ず
。
別
而
左
七
郎
ど
の
ふ
か
く
執
心
の
義
に
御
座
候
得
ぱ
、
御
餐
吠
さ
へ

調
候
は
、
、
＼
双
方
の
幸
と
い
＼
御
殻
う
た
が
ふ
事
な
し
然
ば
(
十
四
オ
)

斯
申
某
迄
も
大
慶
に
存
る
也
。
ぜ
ひ
ノ
＼
御
じ
ゆ
く
談
有
而
然
る
べ
し
」
と
、
言

葉
を
尽
し
て
申
け
れ
ば
、
新
兵
衛
重
て
、
「
段
々
御
心
入
不
浅
添
存
候
得
壮
へ
先
達

而
申
上
候
通
、
至
而
不
調
法
も
の
、
殊
に
若
年
之
義
に
候
得
ぱ
、
急
ぎ
申
事
に
も

あ
ら
ず
。
何
を
申
て
も
当
時
こ
と
の
外
家
業
取
込
之
事
故
、
御
断
申
上
候
」
。
平
兵

衛
余
り
残
念
思
ひ
け
る
ゆ
へ
、
「
何
の
支
度
捕
へ
等
に
も
不
及
、
只
お
ふ
さ
殿
さ
へ

被
下
候
へ
ば
能
き
事
に
候
問
、
呉
々
御
得
心
有
か
し
」
と
申
け
れ
丑
へ
同
様
の
返

攸
口
故
力
な
く
、
こ
と
葉
を
残
し
て
平
兵
衛
は
立
帰
り
け
る
。

扱
左
七
郎
は
此
事
を
平
兵
衛
に
頼
み
し
6
昼
夜
返
答
を
相
待
居
け
る
。
平
兵
衛

翻
刻
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
』
(
上
)
(
田
中
則
越



も
何
卒
首
尾
せ
ん
と
さ
ま
ス
＼
働
き
け
れ
ど
も
、
急
々
に
調
が
た
き
に
ょ
り
力
な

く
、
左
七
郎
へ
此
由
を
通
じ
、
「
か
な
ら
ず
(
十
四
ウ
)
い
そ
ぎ
給
ふ
べ
か
ら
ず
。

又
々
某
手
段
を
め
ぐ
ら
し
て
首
尾
仕
る
よ
ふ
に
致
べ
し
」
と
申
け
れ
ば
、
此
時
左

七
郎
は
ロ
ハ
う
つ
か
り
と
仕
た
り
け
る
が
、
此
返
事
を
き
く
6
な
を
し
も
お
ふ
さ
に

執
心
ふ
か
く
弥
増
り
、
と
か
く
平
兵
衛
を
ふ
か
く
頼
け
る
。
誠
に
世
に
調
ふ
、
恋

は
く
せ
も
の
な
る
べ
し
。
(
十
五
オ
)

翻
刻
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
」
(
上
)
(
田
中
則
雄
)

明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
巻
之
弐

高
田
清
次
郎
蜜
通
之
事
附
り
新
兵
衛
実
心
之
事

夫
色
欲
の
道
に
は
お
ぼ
れ
安
き
人
情
な
れ
ば
、
森
左
七
郎
は
お
房
を
執
心
し
て

6
以
来
、
昼
夜
現
の
ご
と
く
成
け
る
が
、
平
兵
衛
取
持
之
返
答
に
も
過
急
整
ひ
難

き
由
申
来
る
故
、
弥
お
も
ひ
十
倍
ま
し
、
自
然
と
役
義
も
等
閑
に
成
、
時
々
虚
病

を
構
へ
け
る
事
な
ど
、
い
つ
と
な
く
相
聞
へ
け
る
に
ょ
り
、
折
々
は
御
し
か
り
有

、し

と
い
へ
ど
も
、
慎
み
一
旦
に
し
て
甚
不
奉
公
と
成
ぬ
。
依
之
終
に
此
事
沙
汰
有
之
、

代
々
家
筋
の
も
の
と
は
い
、
な
が
ら
、
数
度
の
御
し
か
り
を
請
な
が
ら
不
埒
之
段

御
答
め
有
之
、
五
拾
俵
に
五
人
扶
持
を
召
上
ら
れ
、
わ
づ
か
に
(
十
五
ウ
)
弐
拾

俵
を
被
下
、
御
城
仲
番
に
被
仰
付
た
り
。
然
ど
も
左
七
郎
は
な
か
ノ
＼
思
ひ
止
る

事
な
く
、
「
我
お
房
を
執
心
せ
し
6
昼
夜
此
事
忘
る
事
な
く
御
答
め
を
請
、
先
祖
6

相
続
せ
し
家
録
も
断
滅
し
ら
る
、
な
れ
ば
、
最
早
所
詮
此
世
に
た
の
し
み
な
し
。

然
ば
是
6
い
よ
/
＼
武
士
の
意
気
地
を
立
、
お
房
故
に
か
く
不
覚
と
成
、
工
永
中

の
風
聞
に
も
預
り
候
事
故
、
た
と
へ
此
上
い
か
成
御
答
に
逢
ふ
と
も
、
一
旦
執
心

せ
し
女
な
れ
ぱ
、
嫁
取
ら
ず
は
我
一
分
も
立
難
し
」
と
、
甚
丈
夫
に
思
ひ
定
め
、

夫
6
平
兵
衛
に
繁
く
催
促
し
て
せ
り
立
け
る
平
兵
衛
も
迎
も
及
難
き
事
な
れ
ば
、

当
惑
此
上
な
し
。
然
る
所
に
平
兵
衛
が
支
配
頭
山
田
杢
之
助
と
申
者
、
江
戸
勤
番

に
当
り
、
預
り
之
足
軽
組
は
残
ら
ず
江
戸
へ
下
向
の
事
な
る
ゆ
へ
、
(
十
六
オ
)
平

兵
衛
も
奉
公
な
れ
ば
、
是
非
な
く
左
七
郎
に
も
此
由
を
語
り
、
「
兎
角
短
慮
の
勢
急

を
慎
み
た
も
ふ
べ
し
。
私
江
戸
へ
参
り
候
事
な
れ
ば
、
艇
々
便
小
ノ
く
思
召
候
べ
し
。

乍
去
新
兵
衛
口
上
に
も
、
お
房
年
若
な
る
ゆ
へ
中
々
過
急
に
は
縁
談
な
ど
仕
る
事

に
あ
ら
ず
と
申
せ
ぱ
、
今
暫
御
待
あ
る
べ
し
罷
帰
り
候
時
分
は
新
兵
衛
も
家
業

馴
れ
、
弟
子
共
を
も
取
立
手
透
に
も
成
候
は
ん
と
、
其
時
こ
そ
首
尾
好
御
世
話
致

べ
し
」
と
、
さ
ま
メ
＼
諌
め
す
か
し
、
程
な
く
平
兵
衛
は
東
武
へ
趣
け
る
。
左
七

郎
は
せ
め
て
便
と
せ
し
平
兵
衛
に
別
れ
て
大
き
に
当
惑
し
、
夫
6
数
度
新
兵
衛
方

へ
立
入
け
れ
ど
も
、
新
兵
衛
も
う
る
さ
く
お
も
ひ
不
あ
し
ら
い
故
、
殊
外
気
を
も

み
こ
が
れ
く
る
し
み
け
る
。

然
る
に
又
同
家
中
に
弐
百
石
を
領
し
馬
廻
り
役
を
勤
る
者
に
(
十
六
ウ
)
高
田

清
次
郎
と
い
ふ
も
の
有
。
生
年
廿
才
に
て
殊
外
生
れ
付
能
き
や
さ
し
き
男
な
り
け

る
。
是
も
新
兵
衛
が
打
物
を
望
み
、
お
り
/
＼
上
田
が
家
に
立
入
け
る
所
に
、
か

の
お
房
を
見
そ
め
、
ひ
そ
か
に
艶
書
を
送
る
又
お
房
も
清
次
郎
に
心
を
寄
て
相

惚
の
恋
路
に
ま
よ
ひ
、
終
に
人
し
れ
ず
蜜
通
し
け
る
0
 
た
と
へ
に
も
い
ふ
ご
と
く
、

願
ふ
事
は
叶
が
た
く
す
、
ま
ざ
る
事
は
か
な
ら
ず
時
来
り
て
禍
一
を
生
ず
る
と
い
へ

り
。
間
も
な
く
お
房
懐
胎
し
け
る
。
依
之
双
方
共
に
年
若
と
い
＼
初
恋
の
し
が

ら
み
6
其
身
の
雛
と
成
し
事
忍
び
や
か
に
是
を
く
ど
き
、
「
所
詮
人
に
知
ら
れ

な
ば
、
物
が
た
き
新
兵
衛
な
れ
ぱ
、
忽
此
身
の
難
義
と
成
家
に
も
庇
を
付
る
な
ら

ん
。
如
何
せ
ん
」
と
、
取
っ
お
い
つ
の
中
に
も
、
若
気
の
両
人
な
れ
ぱ
、
「
其
身
の

誤
り
(
十
七
オ
)
所
せ
ん
是
迄
の
う
す
き
悪
縁
な
ら
め
。
浮
世
広
し
と
い
、
な
が

ら
、
現
在
血
を
分
た
る
胎
内
の
子
顔
さ
へ
見
る
事
も
な
ら
ず
、
世
に
な
が
ら
へ
難



き
身
の
上
」
と
覚
悟
を
極
め
、
「
家
を
し
の
び
出
弐
人
一
所
に
死
ん
」
と
約
速
し
け

る
。
然
る
に
新
兵
衛
が
女
房
は
後
妻
に
而
お
房
と
は
へ
だ
て
有
と
い
、
な
が
ら
、

甚
実
情
な
る
女
に
て
、
実
の
子
よ
り
も
大
切
に
思
ひ
、
何
か
に
、
心
を
付
て
居
た
り

し
故
、
い
つ
と
な
く
お
房
が
そ
ぶ
り
に
気
を
付
、
高
田
と
蜜
通
の
事
を
語
り
し
故
、

、し

大
き
に
驚
き
、
自
然
若
気
に
而
も
し
や
の
事
も
あ
ら
ん
か
と
心
を
配
り
け
る
が
、

果
し
て
何
と
や
ら
此
頃
様
子
あ
り
げ
に
見
へ
け
る
故
、
今
は
し
の
び
が
た
く
、
ひ

そ
か
に
お
房
を
片
陰
へ
ま
ね
き
い
さ
い
の
事
を
尋
け
る
。
お
房
は
大
き
に
赤
面
し
、

(
十
七
ウ
)
さ
ま
ぐ
い
、
ま
ぎ
ら
か
し
偽
り
け
る
を
、
母
申
け
る
は
、
「
誠
に
世

の
諺
に
も
お
や
の
心
子
知
ら
ず
と
い
ふ
も
無
理
な
ら
ず
。
斯
い
ふ
我
心
の
内
も
し

ら
ず
し
て
、
義
理
あ
る
中
と
思
ひ
隠
す
こ
そ
恨
め
し
け
り
。
乍
去
我
人
若
き
時
は

盛
の
花
に
ふ
み
迷
ひ
、
男
女
の
差
別
な
く
若
気
鼠
り
は
あ
る
習
ひ
な
れ
ぱ
、
そ

な
た
衆
計
の
事
に
あ
ら
ず
。
今
儘
な
ら
ぬ
身
な
り
と
て
、
風
と
た
ん
気
な
る
り
や

う
簡
に
て
も
出
し
、
跡
先
の
か
ん
が
へ
も
な
く
家
を
出
な
ど
し
、
又
身
の
上
に
自

然
も
し
も
の
事
も
あ
る
時
は
、
父
御
の
な
げ
き
は
い
か
計
ぞ
。
殊
に
義
理
あ
る
娘

な
れ
ば
、
世
上
の
人
に
此
母
が
何
と
顔
が
合
さ
り
や
う
。
高
き
も
ひ
き
、
も
恋
は

心
の
外
と
い
へ
ぱ
、
あ
な
が
ち
そ
な
た
衆
の
答
に
も
あ
ふ
事
も
あ
る
ま
じ
。
母
に

任
せ
て
(
十
ハ
オ
)
置
く
な
ら
ぱ
、
き
げ
ん
を
見
合
新
兵
衛
殿
の
耳
に
入
、
世
間

晴
て
夫
婦
に
も
成
ま
じ
き
物
で
も
な
し
。
必
短
気
な
心
を
止
め
て
、
兎
角
母
次
第

に
打
任
せ
置
、
よ
き
左
右
を
待
べ
し
」
と
て
、
呉
々
い
、
ふ
く
め
け
る
故
、
娘
も

今
更
恥
し
な
が
ら
、
真
実
の
母
の
よ
ふ
に
情
ふ
か
く
申
け
る
ゆ
へ
、
包
む
に
も
つ

、

ま
れ
ず
、
釆
女
敷
訳
を
か
た
り
、
母
に
も
た
れ
身
の
上
を
頼
け
り
。
母
も
さ
こ
そ
と

お
も
ひ
、
弥
い
さ
め
て
、
折
を
見
合
夫
に
語
ら
ん
と
致
け
る
。

然
る
に
新
兵
衛
は
生
得
甚
物
堅
き
男
に
て
、
卿
の
事
に
て
も
道
に
は
づ
れ
し
事

は
中
々
合
点
せ
ざ
る
気
質
な
る
故
、
女
房
も
心
を
つ
か
ひ
、
又
格
別
延
引
し
て
は

若
弐
人
の
身
の
上
自
然
の
事
も
出
来
て
は
悔
て
返
ら
ず
、
千
々
に
心
を
(
十
ハ
ウ
)

い
た
め
け
る
が
、
宝
暦
二
年
十
一
月
三
日
至
り
、
太
守
6
御
誹
之
刀
出
来
差
上
し

所
、
甚
御
心
に
叶
ひ
、
御
褒
美
と
し
て
白
ぎ
ん
弐
枚
新
兵
衛
え
被
下
置
け
る
。
此
悦

に
其
夜
は
家
業
を
休
、
弟
子
共
に
も
祝
義
を
遣
し
、
酒
ゑ
ん
を
催
し
、
新
兵
衛
も

つ
に
な
く
大
酒
し
て
機
嫌
よ
き
体
を
見
て
、
是
幸
の
時
と
お
も
ひ
、
娘
お
房
が

い身
の
上
委
敷
語
り
け
る
に
、
生
得
物
が
た
き
新
兵
衛
、
此
様
子
を
聞
6
も
大
き
に

怒
り
て
、
「
扱
々
一
言
語
同
断
に
く
き
や
つ
め
哉
。
か
く
い
た
づ
ら
成
事
を
仕
出
し
世

上
の
沙
汰
に
も
成
時
は
、
正
敷
国
中
へ
我
悪
名
を
流
布
す
る
に
似
た
り
。
今
は
御

上
の
御
厚
恩
に
預
り
諸
士
の
部
に
加
る
な
れ
ば
、
な
を
/
＼
大
切
也
。
最
早
了
簡

に
も
及
が
た
し
。
是
6
勘
当
致
て
家
を
追
出
す
が
(
十
九
オ
)
此
上
の
親
の
じ
ひ

也
」
と
甚
立
腹
致
け
る
。
女
房
は
か
ね
て
気
質
を
知
り
し
事
故
、
よ
き
折
を
見
合

し
今
宵
な
れ
ぱ
、
い
か
れ
る
夫
に
打
む
か
い
、
「
御
腹
立
は
尤
な
れ
ど
も
、
取
わ
け

今
宵
は
悦
の
酒
盛
と
い
＼
あ
ら
く
敷
御
心
を
い
ら
ち
給
ふ
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

此
事
に
付
て
は
私
が
一
ツ
の
願
有
。
其
訳
を
聞
届
給
は
る
べ
し
。
成
ほ
ど
親
の
ゆ

る
さ
ぬ
不
義
徒
い
た
し
、
其
上
身
の
誤
り
と
成
り
し
は
憎
け
れ
ど
も
、
此
道
計
は

あ
の
二
人
計
の
身
に
も
な
く
、
世
上
一
統
老
若
の
差
別
な
く
皆
人
ま
よ
ふ
は
色
の

道
也
と
、
こ
と
に
若
き
者
な
れ
ば
、
一
旦
の
若
気
は
あ
る
べ
き
事
也
。
当
家
の
事

も
お
ま
へ
の
器
量
に
依
て
向
運
に
む
か
い
、
若
年
の
時
の
事
も
忘
れ
給
ひ
、
今
斯

立
身
有
て
家
の
栄
と
成
な
れ
ぱ
、
今
迄
と
は
か
く
別
の
沙
汰
、
(
十
九
ウ
)
御
い
か

り
を
厚
く
仕
給
ふ
て
娘
を
勘
当
被
成
て
は
、
た
ち
ま
ち
此
事
御
家
中
に
隠
れ
な
く
、

け
つ
く
家
の
癌
に
も
成
べ
し
。
又
斯
の
訳
を
弐
人
の
者
伝
へ
聞
不
慮
の
わ
ざ
わ
ひ

有
て
は
、
悔
て
か
え
ら
ず
。
忽
{
永
の
悪
名
を
ふ
き
流
し
、
二
人
の
命
を
落
す
と
い

、

、

こ
と
に
又
私
事
は
義
理
あ
る
娘
の
難
義
知
な
が
ら
誠
な
く
は
、
継
母
の
業
と
も
い
、

ふ
ら
し
、
先
立
給
ふ
ぉ
房
が
実
の
母
御
へ
も
申
訳
立
難
し
。
此
道
理
を
聞
分
な
ぱ
、

何
卒
無
事
を
と
、
の
へ
弐
人
と
も
安
お
ん
緑
組
を
装
、
末
長
く
一
家
の
交
り

な
さ
ば
、
弐
人
共
其
お
ん
を
お
も
ひ
身
も
全
ふ
し
て
、
家
も
立
我
が
世
上
の
義
理

割
刻
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
一
(
上
)
(
田
中
則
雄
)
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も
立
候
得
ぱ
、
兎
角
新
兵
衛
ど
の
の
了
簡
一
ツ
、
両
人
な
ら
ず
三
人
の
命
を
助
る

事
也
。
ぜ
ひ
/
＼
短
気
を
止
め
、
か
な
ら
ず
思
ひ
付
給
る
べ
し
」
と
、
(
二
十
オ
)

義
理
と
実
と
に
せ
き
上
て
、
涙
と
共
に
く
ど
き
け
れ
ば
、
流
石
の
新
兵
衛
も
実
有

女
房
が
い
さ
め
、
得
心
し
て
、
夫
6
ひ
そ
か
に
高
田
清
次
を
呼
、
内
々
件
の
所
存

を
明
し
、
禦
叢
結
び
け
る
。
依
之
清
次
も
お
ふ
さ
も
此
事
調
し
も
ひ
と
へ
に
母

の
厚
恩
な
り
と
、
深
く
此
事
の
み
悦
け
る
。

し
か
る
に
池
田
家
の
御
家
風
に
而
、
五
百
石
以
上
の
輩
縁
談
取
結
び
願
は
、
太

守
の
御
聴
に
達
し
て
被
仰
付
、
五
百
石
以
下
の
人
は
支
配
頭
の
聞
届
に
而
事
済
け

る
ゆ
へ
に
、
清
次
縁
組
之
事
し
ば
ら
く
家
中
に
も
知
る
も
の
な
か
り
き
。
扱
新
兵

衛
は
ふ
と
森
左
七
郎
が
事
お
も
ひ
出
し
、
大
き
に
仰
天
し
、
俄
に
清
次
を
呼
寄
、

件
の
左
七
郎
が
事
を
語
り
け
る
故
、
清
次
も
無
拠
お
ふ
さ
を
預
け
置
け
る
。
扱
斯

穏
便
に
致
け
れ
ど
も
、
生
ず
べ
き
も
の
は
時
節
を
三
十
ウ
)
構
ず
。
り
ん
月
既

に
満
て
、
お
ふ
さ
平
産
し
女
子
出
生
致
け
る
。
依
之
此
時
一
家
中
に
而
沙
汰
隠
れ

な
し
。
^
に
^
七
郎
此
^
聞
て
大
き
に
い
か
り
け
る
こ
そ
、
誠
に
<
永
義
な
く
、
行

末
覚
束
な
く
ぞ
思
れ
け
る
。

翻
刻
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
一
(
上
)
(
田
中
則
雄
)

森
左
七
郎
意
恨
を
生
る
事
附
り
上
田
新
兵
衛
横
死
之
事

去
る
ほ
ど
に
森
左
七
郎
は
い
か
り
一
心
に
す
へ
か
ね
、
顔
色
青
く
成
赤
く
成
、

炎
火
の
も
へ
上
り
し
如
く
狂
気
の
ご
と
く
成
け
る
が
、
大
き
に
旬
り
て
い
わ
く
、

「
新
兵
衛
先
達
而
平
兵
衛
に
向
ひ
て
言
し
事
を
は
や
く
忘
れ
し
や
。
我
お
房
に
執
心

せ
し
6
以
来
世
事
を
破
り
て
昼
夜
心
を
変
ず
る
事
な
く
、
夫
故
に
こ
そ
代
々
の
家

録
に
放
れ
今
見
苦
敷
さ
ま
と
成
家
中
の
笑
も
の
に
成
し
故
、
我
も
一
分
立
が
た
し
。

意
気
地
を
以
て
是
非
之
三
十
一
オ
)
本
懐
を
達
せ
ん
と
思
ひ
の
外
、
新
兵
衛
我

を
欺
き
、
年
若
な
れ
ば
縁
曹
心
ぐ
に
あ
ら
ず
、
家
業
に
い
と
ま
な
く
、
殊
に
幼
少

6
母
な
し
に
育
女
職
と
、
の
へ
ず
し
て
万
事
ふ
?
か
に
て
、
家
中
へ
対
し
て
縁

す
べ
き
者
に
あ
ら
ず
と
い
、
け
る
に
、
清
次
方
へ
矮
献
す
る
事
、
い
か
な
る
故
ぞ
。

清
次
は
家
中
に
非
ず
や
。
我
を
な
い
が
し
ろ
に
致
て
か
く
義
を
変
じ
恥
辱
を
取
ら

す
る
事
、
心
魂
に
通
り
て
忘
れ
難
く
、
奇
怪
千
万
也
。
尤
恋
の
敵
と
い
ふ
は
清
次

な
れ
仕
へ
我
家
か
く
滅
亡
の
後
に
お
よ
び
し
は
正
敷
お
房
故
な
れ
ば
、
是
皆
新
兵

衛
が
所
為
也
。
何
卒
願
を
か
な
ゑ
ん
と
日
を
過
し
た
る
其
甲
斐
な
く
、
今
は
一
分

の
難
立
次
第
と
な
り
、
口
惜
き
事
也
。
新
兵
衛
い
か
な
る
所
存
に
而
我
を
嫌
ふ
ゃ

も
は
や
此
分
に
は
捨
置
が
た
く
、
首
尾
を
見
合
て
(
二
十
一
ウ
)
新
兵
衛
を
討
放

し
、
夫
6
清
次
を
討
て
、
我
も
見
事
に
腹
か
き
切
、
か
れ
ら
に
も
思
ひ
知
ら
す
べ

し
」
と
、
お
も
ひ
定
め
け
る
こ
そ
剛
気
の
一
て
つ
也
。

然
共
新
兵
衛
は
家
業
に
取
込
他
行
も
せ
ず
、
左
七
郎
出
お
ふ
事
な
く
、
上
田
の

家
へ
入
込
時
は
、
内
弟
子
共
大
勢
あ
る
故
、
み
だ
り
に
も
仕
掛
が
た
く
、
日
数
を

お
く
り
け
る
が
、
宝
暦
三
年
三
月
廿
七
日
に
当
り
、
新
兵
衛
義
御
用
有
之
、
御
役

所
迄
召
寄
ら
れ
け
る
。
此
事
左
七
郎
聞
出
し
、
折
か
ら
晩
方
の
事
な
れ
ぱ
、
「
新
兵

衛
が
帰
り
は
夜
に
入
べ
し
。
是
く
つ
き
や
う
の
時
節
」
と
思
ひ
、
ひ
そ
か
に
姿
を

か
へ
、
暮
過
6
丸
之
内
へ
入
た
り
。
然
る
に
御
用
多
く
数
刻
を
移
し
け
る
故
、
左

七
郎
は
士
手
が
わ
に
並
木
の
陰
に
忍
び
居
け
る
前
の
包
屋
敷
は
丹
羽
舎
人
と
て

弐
百
石
を
領
し
、
其
隣
は
佐
藤
三
郎
右
衛
門
と
て
(
二
十
ニ
オ
)
千
石
を
領
し
、

間
に
表
門
あ
り
。
さ
て
四
ツ
時
に
新
兵
衛
帰
り
け
る
。
折
し
も
小
雨
は
ふ
り
真
の

闇
な
れ
ぱ
、
傘
下
駄
小
挑
灯
を
さ
げ
て
舎
人
屋
敷
の
前
を
行
過
し
が
、
下
駄
の
鼻

緒
き
れ
た
り
。
依
之
三
郎
右
衛
門
が
表
門
の
側
へ
寄
て
、
懐
中
6
針
が
ね
を
出
し
、

て
ふ
ち
ん
を
脇
差
の
柄
に
か
け
置
て
、
傘
を
か
た
へ
に
置
下
駄
の
は
な
緒
を
直

し
居
た
り
。
此
時
左
七
郎
は
近
く
進
み
寄
、
「
い
か
に
上
田
新
兵
衛
、
珍
ら
敷
対
面

な
り
」
と
い
、
け
る
故
、
新
兵
衛
は
驚
な
が
ら
、
「
ど
な
た
様
に
や
」
と
答
へ
け
る

169 -



ゆ
へ
、
声
を
あ
ら
く
し
て
、
「
我
は
森
左
七
郎
也
」
と
い
ふ
。
新
兵
衛
も
は
つ
と
お

も
ひ
し
が
、
流
石
物
な
れ
た
る
者
故
、
早
速
異
義
を
改
め
、
「
其
後
は
久
々
御
目
に

懸
り
不
申
。
益
御
機
嫌
に
而
珍
重
至
極
」
と
挨
拶
し
け
れ
ば
、
左
七
郎
取
あ
へ
ず
、

「
未
女
細
之
訳
は
云
に
不
及
。
其
方
三
十
ニ
ウ
)
胸
に
覚
あ
ら
ん
。
汝
が
、
心
一
ツ
に

而
我
恥
辱
を
得
て
人
前
叶
わ
ず
。
我
を
人
と
せ
、
ざ
る
ふ
る
ま
ひ
、
奇
怪
千
万
也
。

今
此
所
に
て
待
請
し
も
、
ご
言
恨
を
い
わ
ん
為
也
」
と
い
ふ
ょ
り
早
く
ぬ
き
打
に

稲
妻
の
ご
と
く
^
か
け
た
り
。
^
^
ハ
^
は
驚
な
^
ら
側
に
有
け
る
^
を
以
て
初
太

刀
を
請
留
め
、
「
御
短
慮
也
、
左
七
郎
様
。
暫
く
御
待
被
成
べ
し
。
申
上
度
事
有
」

と
申
け
れ
ば
、
左
七
郎
い
ら
つ
て
、
「
未
練
也
、
新
兵
衛
。
此
期
に
及
い
ふ
事
も
聞

事
も
な
く
、
早
く
此
世
の
い
と
ま
取
ら
せ
て
呉
ん
」
と
、
た
、
み
か
け
て
切
付
け

る
。
新
兵
衛
も
逃
れ
難
く
、
て
う
ち
ん
を
も
打
消
し
事
な
れ
ば
、
く
ら
さ
は
闇
し
、

更
に
あ
い
ろ
も
見
へ
ざ
れ
ば
、
危
き
事
言
曹
尽
し
が
た
し
。
漸
々
ぬ
け
つ
く
、

り
つ
逃
ん
と
す
れ
ど
も
、
左
七
郎
は
剛
気
さ
か
ん
に
打
掛
け
る
故
、
中
々
三
十

三
オ
)
の
が
る
、
事
叶
は
ず
、
終
に
肩
先
を
三
寸
計
切
れ
け
る
。
依
之
大
き
に
転

動
し
け
る
を
、
二
の
太
刀
に
て
向
ふ
げ
さ
に
七
寸
計
切
込
た
り
し
か
ば
、
新
兵
衛

忽
打
倒
れ
け
る
。
起
し
も
立
ず
乗
か
、
り
、
心
よ
く
と
、
ゞ
め
を
さ
し
け
る
。
折
節

舎
人
屋
敷
の
内
に
而
拍
子
木
の
音
し
け
る
故
、
是
に
驚
き
、
清
次
方
へ
行
事
も
あ

た
は
ず
。
新
兵
衛
が
帯
せ
し
脇
、
ざ
し
を
う
ば
い
取
丸
之
内
を
忍
び
や
か
に
出
、

城
下
を
放
れ
上
方
さ
し
て
ち
く
で
ん
せ
ん
と
、
進
た
り
。
尤
丸
之
内
は
夜
中
物
静

に
往
来
も
ま
れ
成
け
る
故
、
人
め
も
か
、
ら
ず
、
住
な
れ
し
古
郷
を
出
に
け
る
は
、

あ
さ
ま
し
き
次
第
也
。

中
興
希
代
の
金
房
計
ら
ず
も
如
斯
さ
い
難
に
合
、
世
の
宝
な
る
家
業
に
は
な
れ

け
る
こ
そ
残
念
至
極
の
事
ど
も
也
。
新
兵
衛
四
十
八
才
、
老
年
と
い
ふ
三
十
三

ウ
)
に
も
な
し
。
惜
一
哉
、
是
も
ま
事
に
時
節
到
来
と
い
ふ
べ
し
。

伊
予
守
殿
立
腹
御
詮
儀
之
事
附
り
左
七
郎
逐
電
大
坂
え
遁
る
、
事

天
の
機
に
ょ
つ
て
変
を
生
ず
る
時
は
究
て
そ
の
験
有
り
と
い
へ
り
。
是
正
敷
前

表
な
れ
ど
も
、
人
界
に
お
ゐ
て
悟
り
得
る
事
を
知
ら
ず
。
然
る
に
上
田
新
兵
衛
が

宅
に
而
は
金
一
房
役
所
御
召
6
時
久
し
く
帰
ら
、
ざ
り
し
故
、
如
何
な
ら
ん
と
評
義
と

リ
メ
＼
な
る
内
は
や
夜
も
亥
の
刻
に
及
べ
り
。
此
時
女
房
殊
外
案
じ
待
わ
び
け

る
。
折
か
ら
神
棚
へ
備
し
神
酒
徳
利
い
か
、
、
し
た
り
け
ん
、
落
け
る
故
、
い
づ
れ

も
驚
き
、
鼠
な
ど
の
業
な
ら
ん
と
思
へ
ど
も
、
何
と
や
ら
心
に
掛
、
女
房
お
緒
内

弟
子
の
七
左
衛
門
に
向
ひ
申
け
る
は
、
「
い
つ
く
6
も
三
十
四
オ
)
新
兵
衛
ど

の
、
帰
り
お
そ
く
、
殊
に
最
前
6
殊
の
外
胸
さ
は
ぎ
も
す
る
上
に
、
今
又
神
酒
の

徳
利
故
な
ふ
し
て
落
し
事
、
彼
是
心
に
か
、
る
事
の
み
な
り
。
新
兵
衛
殿
の
御
首

尾
の
ほ
ど
、
心
元
な
し
。
太
義
な
が
ら
迎
に
出
て
御
役
所
へ
参
呉
か
し
」
と
申
け
る
。

七
左
衛
門
答
て
、
「
い
か
さ
ま
終
に
な
き
御
隙
入
。
私
も
何
と
や
ら
気
も
済
不
申
候

得
ば
、
御
役
所
へ
迎
に
参
り
申
べ
し
。
去
な
が
ら
最
早
四
ツ
時
に
成
候
へ
ぱ
、
御

門
札
無
く
て
は
丸
之
内
へ
入
事
な
ら
ず
。
致
方
も
な
く
候
と
や
。
か
く
申
て
も
是

非
に
不
及
」
。
依
之
お
き
ぬ
も
力
な
く
、
御
門
札
な
き
故
、
夜
の
明
る
を
今
や
く

と
待
に
け
る
。
し
ん
か
う
に
及
共
新
兵
衛
不
帰
、
は
や
寅
の
刻
過
に
も
成
け
れ
ぱ
、

七
左
衛
門
は
支
度
し
て
、
[
御
門
は
明
ケ
六
時
6
開
き
候
得
ば
、
も
は
や
程
も
近
か

る
べ
し
。
(
二
十
四
ウ
)
是
6
私
罷
出
候
は
、
＼
六
時
頃
に
御
門
迄
参
る
べ
く
候
へ

ぱ
、
御
役
所
へ
参
り
御
供
仕
べ
し
。
若
や
又
御
持
病
の
瘻
積
に
て
も
差
起
り
し
か

も
知
れ
不
申
。
妾
々
御
迎
に
参
る
べ
し
」
と
走
出
け
る
。
は
や
夜
も
横
雲
に
近
く
、

御
門
へ
至
れ
ば
、
六
ツ
の
時
ひ
、
、
き
渡
れ
り
依
之
早
速
丸
之
内
へ
入
て
御
役
所

へ
と
急
ぎ
け
る
。

扱
又
丹
羽
舎
人
の
下
人
門
前
の
そ
う
ぢ
を
せ
ん
と
出
し
所
に
、
新
兵
衛
が
死
が

い
を
見
付
大
き
に
驚
き
、
主
人
え
達
す
。
然
る
に
佐
藤
三
郎
右
衛
門
屋
敷
と
さ
か
い

翻
刻
「
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
」
(
上
)
(
田
中
則
雄
)
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め
成
故
、
双
方
立
合
の
場
所
な
れ
ば
、
舎
人
三
郎
右
衛
門
立
合
見
分
し
、
家
来
の

も
の
を
こ
と
ぐ
く
呼
出
し
、
「
無
腰
な
れ
ぱ
町
人
成
べ
し
。
汝
等
見
覚
た
る
も
の

に
而
は
な
き
や
」
と
尋
け
る
に
付
、
両
家
の
家
来
立
集
り
、
彼
是
評
義
し
け
れ
壮
へ

見
知
り
(
二
十
五
オ
)
た
る
者
な
し
。
又
何
も
の
、
仕
業
と
も
知
れ
ざ
れ
ば
、
「
兎

角
訴
へ
検
使
を
堕
し
」
と
申
け
る
。
此
時
七
左
衛
門
は
御
役
所
へ
至
り
尋
け
る

に
、
金
房
は
夜
前
四
時
前
に
御
用
相
済
て
、
折
か
ら
雨
天
雨
具
を
拝
借
し
て
帰
り

し
と
聞
6
驚
き
、
も
し
は
清
次
方
へ
立
寄
も
せ
し
か
と
心
付
、
急
ぎ
清
次
方
へ
行

ん
と
、
玉
の
汗
を
流
し
て
士
手
通
り
を
走
り
け
る
に
、
向
ふ
に
数
多
の
人
立
あ
り
。

し
ぜ
ん
と
七
左
衛
門
胸
さ
は
ぎ
し
け
る
故
、
か
け
寄
見
れ
ぱ
、
死
骸
紅
の
ご
と
く

成
て
有
り
。
あ
や
し
く
思
ひ
、
其
儘
人
を
押
分
て
ょ
く
く
見
れ
ば
、
む
、
ざ
ん
や
、

金
房
数
ケ
所
手
お
ひ
死
し
居
け
る
故
、
七
左
衛
門
狂
気
の
ご
と
く
死
骸
に
取
付
泣

入
け
る
。
舎
人
は
見
付
家
来
を
呼
、
「
あ
の
者
こ
と
の
外
か
な
し
む
(
二
十
五
ウ
)

体
な
れ
ば
、
定
め
て
ゆ
か
り
の
も
の
な
ら
ん
。
尋
見
よ
」
と
申
け
る
故
、
家
来
共

立
寄
其
趣
を
問
に
、
七
左
衛
門
委
細
を
語
り
、
「
上
田
新
兵
衛
金
房
が
死
骸
な
り
」

と
申
け
る
。
依
之
丹
羽
佐
藤
も
大
き
に
驚
き
、
「
扱
は
金
房
成
け
る
か
。
彼
,
が
事

は
是
迄
対
面
せ
、
ざ
れ
ば
、
新
兵
衛
な
ら
ん
と
は
夢
に
も
知
ら
ず
。
誠
に
古
今
き
だ

い
の
人
に
て
当
国
の
名
を
発
し
者
な
る
に
、
い
か
な
れ
ぱ
か
、
る
非
業
の
死
を
遂

し
や
ら
ん
。
我
々
も
兼
而
手
透
に
も
な
ら
ば
打
物
を
望
ん
と
思
ひ
し
に
、
残
念
至

極
な
り
。
殊
に
又
相
手
も
知
れ
ず
。
其
方
内
弟
子
の
事
な
れ
ば
、
平
日
新
兵
衛
に

付
添
有
べ
し
。
若
外
6
意
し
ゆ
意
恨
を
請
し
事
は
な
き
や
」
と
尋
け
る
。
七
左
衛

門
答
て
申
け
る
は
、
「
新
兵
衛
常
々
物
堅
き
三
十
六
オ
)
て
い
ね
い
に
被
致
候
へ

ば
、
外
6
恨
を
請
し
事
且
而
承
り
不
申
」
と
申
け
る
。
「
織
先
々
御
上
へ
訴
へ
検

使
を
堕
し
」
と
て
、
両
家
6
訴
へ
に
及
け
る
。
七
左
衛
門
は
其
儘
か
け
戻
り
て
、

此
由
を
告
る
。
お
緒
は
夢
か
現
の
ご
と
く
前
後
ぼ
う
じ
涙
を
止
め
か
ね
け
る
、
実

道
理
也
。
扱
件
の
訴
に
付
検
使
と
し
て
大
横
目
木
林
又
之
丞
来
り
見
分
之
上
、
相

手
知
れ
ざ
れ
ば
、
上
田
の
後
家
に
、
「
も
し
や
人
の
恨
な
ぞ
請
し
覚
は
な
き
や
」
と

尋
け
る
に
、
後
家
申
け
る
は
、
「
差
而
是
と
申
事
も
無
之
候
得
共
、
娘
事
に
付
、
森

左
七
郎
ど
の
深
く
御
立
腹
有
よ
ふ
に
承
り
申
候
。
乍
去
か
よ
ふ
の
非
道
の
事
出
来

可
申
と
は
存
じ
不
申
候
。
其
外
に
は
何
の
覚
も
無
御
座
」
と
申
け
る
。
夫
6
又
之

丞
は
ひ
そ
か
に
森
家
を
聞
合
け
る
に
、
三
十
六
ウ
)
屋
敷
に
は
一
僕
ま
で
に
て
、

左
七
郎
は
昨
夜
6
他
行
致
い
ま
だ
帰
り
不
申
候
由
を
語
る
。
元
6
左
七
郎
近
来
不

首
尾
に
し
て
何
か
と
風
聞
有
し
事
故
、
大
か
た
彼
レ
が
仕
わ
ざ
な
ら
ん
と
、
左
七
郎

懇
意
に
出
入
す
る
方
を
所
々
尋
さ
せ
け
れ
ど
も
、
有
所
知
ら
ず
。
又
之
丞
此
事
具

に
一
言
上
致
け
れ
ぱ
、
太
守
の
御
聞
に
達
し
、
甚
惜
ま
せ
給
ひ
、
「
外
の
も
の
と
違
新

兵
衛
落
命
せ
し
は
残
念
至
極
也
。
彼
,
が
事
は
公
儀
6
御
内
意
有
し
者
の
事
な
れ
ぱ
、

其
儘
に
捨
置
が
た
し
。
ま
づ
左
七
郎
が
無
道
成
べ
し
。
言
語
同
断
の
者
な
れ
ば
、

早
々
行
衛
を
尋
出
し
糺
明
す
べ
し
」
と
の
事
ゆ
へ
、
追
々
四
方
の
出
口
6
追
人
に

出
る
。
足
軽
小
者
に
至
る
迄
数
百
人
所
々
方
々
へ
走
出
し
、
鳥
取
甚
騒
動
せ
り

扱
新
兵
衛
死
骸
御
改
之
(
二
十
七
オ
)
上
、
小
癌
迄
都
合
七
ケ
所
に
至
る
、
其

上
無
腰
成
故
、
此
事
御
尋
有
に
、
役
所
御
召
之
帰
り
な
れ
ぱ
、
脇
、
ざ
し
を
帯
せ
し

事
明
白
也
。
「
然
ば
此
一
腰
を
も
う
ば
い
取
逃
去
り
た
る
な
ら
ん
」
と
有
て
、
弥
左

七
郎
は
御
に
く
し
み
増
り
、
新
兵
衛
が
死
骸
は
上
田
の
宿
へ
被
下
置
葬
送
の
事
は

勝
手
次
第
と
の
御
事
也
。

扱
四
方
へ
手
分
し
、
か
の
左
七
郎
が
有
所
御
尋
有
け
れ
ど
も
、
何
方
へ
か
行
け

ん
、
更
に
知
れ
ざ
り
し
故
、
数
日
大
勢
此
事
の
み
に
相
か
、
り
、
弥
森
左
七
郎
が

所
為
と
相
定
り
、
家
財
は
閥
所
に
申
付
ら
れ
、
上
田
重
次
郎
義
幼
少
な
れ
ど
も
、

金
房
存
命
之
内
無
二
に
出
精
せ
し
事
不
便
に
思
召
さ
れ
、
母
、
十
次
郎
養
の
為
と

有
之
、
格
別
の
御
懇
命
に
て
、
五
人
扶
持
被
下
た
り
。

然
る
に
森
左
七
郎
は
新
兵
衛
を
打
と
め
し
砺
、
三
十
七
ウ
)
人
音
に
恐
れ
、
清

次
を
ば
討
取
こ
と
能
は
ず
、
大
き
に
驚
未
練
を
か
ま
へ
、
一
腰
を
奪
取
城
下
を
は



な
れ
、
夜
に
ま
ぎ
れ
て
命
限
り
に
か
け
出
し
、
大
坂
え
と
、
心
、
ざ
し
け
る
。
追
人
の
出

し
は
廿
八
日
五
時
に
至
り
、
時
刻
格
別
延
引
せ
し
事
故
、
一
入
行
衛
を
求
る
事
叶

が
た
し
。
依
之
左
七
郎
は
難
な
く
逃
の
ぴ
た
り
。
実
に
左
七
郎
一
旦
の
若
気
6
意

恨
を
ふ
く
み
し
事
無
拠
と
い
へ
ど
も
、
仮
り
に
も
大
切
な
る
人
の
命
を
取
る
時
に

は
、
忽
其
身
に
天
の
責
重
り
来
て
、
浮
べ
る
雲
の
ご
と
く
行
末
お
そ
ろ
し
く
ぞ
思

わ
れ
け
る
。
せ
か
い
広
し
と
い
へ
壮
へ
世
を
忍
ぶ
日
陰
の
身
と
成
候
事
、
浅
ま
し

き
事
な
ら
ず
や
。
賤
し
く
も
武
士
た
る
者
の
意
恨
を
以
て
尋
常
の
勝
負
に
及
で
本

懐
を
達
し
な
ば
、
実
に
武
士
と
も
い
ふ
べ
し
。
死
地
を
の
が
れ
ん
と
未
練
に
(
二

十
ハ
オ
)
其
場
を
立
退
し
心
底
ひ
き
や
う
と
や
い
わ
ん
、
城
下
一
統
に
憎
ま
ず
と

い
ふ
事
な
し
。
且
は
皆
人
称
美
せ
し
新
兵
衛
事
成
れ
ば
、
只
上
田
の
家
業
を
お
し

み
け
る
事
、
隣
国
迄
も
聞
へ
て
、
こ
ぶ
し
を
握
り
け
る
。
新
兵
衛
は
代
々
真
言
宗

に
而
鳥
取
に
於
て
善
福
寺
と
い
へ
る
寺
に
葬
り
け
る
。
か
い
み
や
う
は
黛
月
春
光

居
士
と
号
し
け
る
。
只
此
上
は
重
次
郎
が
成
人
を
待
ぱ
か
り
に
て
、
新
兵
衛
女
房

お
緒
も
髪
を
つ
め
、
此
時
6
貞
壽
と
名
改
け
る
誠
に
移
り
か
わ
る
世
の
な
ら
い
、

人
の
盛
す
い
計
が
た
き
事
ど
も
な
り

高
田
清
次
役
替
之
事
附
り
伴
平
兵
衛
好
俵
之
事

去
る
程
に
、
朝
日
の
出
る
如
く
繁
昌
さ
か
ん
成
し
上
田
金
房
も
不
慮
に
(
二
十

ハ
ウ
)
横
死
し
け
れ
ぱ
、
上
田
一
統
、
高
田
清
次
に
至
る
迄
符
察
し
や
ら
れ
た

り
。
去
る
も
の
は
日
々
に
疎
し
と
い
へ
ど
も
、
新
兵
衛
計
は
月
日
立
に
付
、
な
を

人
々
云
出
し
て
惜
み
け
る
。
や
う
/
＼
三
十
五
日
も
過
け
れ
ば
、
昼
夜
仏
前
に
灯

を
転
じ
廻
向
の
み
怠
る
事
な
し
。
し
か
る
に
お
ふ
さ
は
浮
め
る
涙
を
押
へ
母
と
清

次
に
向
ひ
行
義
を
正
し
て
申
け
る
は
、
「
私
が
御
願
申
上
候
義
有
之
候
。
一
通
り
御

聞
届
被
下
べ
し
。
人
と
し
て
忠
孝
の
道
を
知
ら
、
ざ
れ
ば
ち
く
類
(
に
)
も
お
と
り

し
と
申
候
が
、
実
に
私
ほ
ど
世
に
不
孝
な
る
者
あ
る
ま
じ
。
父
母
の
御
厚
恩
に
て

斯
人
並
の
身
と
な
り
な
が
ら
、
一
日
の
御
お
ん
も
送
ら
ず
、
剰
へ
父
上
非
業
の
死

を
遂
給
ひ
し
も
皆
私
6
起
し
事
に
候
得
ば
、
勿
体
な
き
共
恐
敷
と
も
申
言
葉
も
候

は
ず
。
こ
と
に
以
前
と
違
ひ
、
父
上
の
御
器
量
に
ょ
り
天
下
に
(
二
十
九
オ
)
其

名
を
発
し
給
ひ
て
、
御
上
6
御
扶
持
頂
戴
被
成
御
家
中
の
部
に
加
り
給
ふ
。
人
々

皆
敬
ひ
給
ふ
事
、
誠
に
難
有
折
柄
な
れ
ば
、
弟
の
成
人
の
み
を
相
待
し
に
、
其
甲

斐
も
な
く
斯
成
ゆ
く
こ
と
、
私
心
の
悲
し
き
苦
し
さ
、
片
時
も
忘
れ
が
た
く
、
夫

武
家
と
し
て
は
男
女
と
も
に
義
に
ょ
つ
て
命
を
落
す
習
。
殊
に
古
へ
よ
り
女
と
し

て
親
の
憤
り
を
忘
れ
か
ね
、
意
恨
を
ふ
く
み
、
天
の
恵
み
を
受
て
敵
を
討
て
名
を

残
す
事
草
紙
な
ど
に
も
見
へ
候
。
私
と
て
も
何
一
ツ
覚
し
事
も
無
く
候
得
丑
へ

父
上
の
御
心
の
程
も
思
ひ
や
ら
れ
、
さ
ぞ
や
御
無
念
に
有
つ
ら
ん
。
と
も
に
天
を

戴
ず
と
申
伝
へ
候
へ
ば
、
た
と
へ
左
七
郎
い
づ
く
い
か
な
る
所
に
身
を
忍
ぶ
と
も
、

父
を
し
た
い
敵
を
憎
し
と
お
も
ふ
女
の
一
念
力
に
て
尋
候
は
、
、
＼
石
と
成
し
女
も

有
、
や
わ
か
廻
り
逢
ぬ
事
は
あ
る
ま
じ
く
候
へ
ば
、
三
十
九
ウ
)
本
望
達
す
る
其

間
、
御
暇
を
給
る
べ
し
。
本
望
を
と
げ
父
上
の
仏
前
に
手
向
て
不
孝
の
侘
言
も
申

度
候
。
朝
夕
父
上
の
御
さ
い
ご
の
御
無
念
押
計
忘
れ
が
た
く
候
。
此
上
は
母
様
の

御
世
話
な
が
ら
、
娘
お
冬
事
御
養
育
被
下
べ
し
。
清
次
に
も
御
聞
届
被
下
、
母
様

の
御
事
頼
上
候
」
と
、
勇
気
盛
ん
に
し
て
、
さ
も
い
さ
ぎ
よ
く
申
け
る
。
母
は
元

6
清
次
も
共
に
其
志
を
か
ん
じ
け
る
。
母
は
漸
々
涙
を
お
さ
へ
申
け
る
は
、
「
勇
敷

お
房
が
孝
心
、
さ
す
が
金
房
殿
の
た
ね
成
ぞ
や
。
い
か
に
も
そ
な
た
の
心
付
無
拠

貞
節
孝
行
と
は
い
、
な
が
ら
、
母
が
ご
言
頼
た
き
事
有
。
其
道
理
を
聞
分
け
て
給

る
べ
し
。
成
ほ
ど
善
悪
の
道
す
み
や
か
な
れ
ど
も
、
天
の
恵
み
を
請
神
の
応
護
に

預
り
本
意
を
達
す
ま
じ
き
も
の
に
も
あ
ら
、
ざ
れ
ど
も
、
此
道
理
を
よ
ふ
聞
わ
け
て
、

す
、
め
る
倉
一
十
オ
)
心
を
納
べ
し
。
か
た
き
は
名
(
に
)
あ
ふ
剛
勇
に
而
剣
術
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武
芸
を
噌
し
大
敵
、
殊
に
行
衛
も
定
め
ぬ
有
家
と
い
＼
幾
年
を
重
ね
候
も
計
難

し
そ
な
た
は
女
の
身
に
て
一
一
云
の
噌
み
と
て
も
な
く
、
自
敵
に
め
ぐ
り
逢
ふ
と

て
も
、
勝
負
に
及
時
に
は
か
な
ら
ず
徒
に
帰
り
討
に
も
な
る
な
ら
ば
、
重
々
の
毎

念
を
か
さ
ね
て
、
世
の
風
聞
に
も
上
田
の
家
に
庇
を
付
る
事
も
あ
ら
ん
か
し
。
生

者
必
滅
の
な
ら
い
、
か
な
ら
ず
一
度
は
死
命
、
今
日
有
て
明
日
を
し
ら
ず
、
更
に

老
若
差
別
な
し
と
は
い
、
な
が
ら
、
先
年
寄
6
死
ぬ
が
順
道
。
い
ま
だ
く
つ
き
や

う
の
年
若
敵
な
れ
ぱ
、
よ
も
や
死
す
る
事
有
べ
か
ら
ず
。
成
ほ
ど
上
田
の
血
筋
を

引
し
者
そ
な
た
一
人
で
は
な
し
此
母
も
夫
の
か
た
き
、
左
七
郎
か
み
付
や
う
に

思
ふ
な
れ
ば
、
そ
な
た
と
も
と
も
ぐ
か
た
き
を
尋
ん
(
三
十
ウ
)
と
思
ひ
ど
も
、

爰
に
一
ツ
み
づ
か
ら
が
せ
つ
な
き
事
と
い
ふ
は
、
あ
の
重
次
郎
、
是
は
み
づ
か
ら

が
実
子
な
れ
ぱ
、
近
頃
い
、
に
く
け
れ
共
そ
な
た
が
運
に
叶
ひ
敵
を
う
ち
負
せ

し
其
跡
に
て
十
次
郎
が
成
人
し
て
人
前
へ
ど
の
顔
さ
げ
て
出
ら
り
や
う
ぞ
今
幼

少
に
て
東
西
の
わ
か
ち
も
な
く
、
父
上
の
御
顔
さ
へ
ろ
く
/
＼
知
ら
、
ざ
れ
ば

、

、し

か
ん
と
も
す
べ
き
様
も
な
し
。
自
ら
が
願
と
い
ふ
は
爰
の
事
。
十
次
郎
が
十
五
才

に
成
迄
か
た
き
う
ち
延
し
給
は
る
べ
し
。
か
た
き
も
い
ま
だ
年
若
な
れ
ば
、
さ
の

み
気
遣
ひ
有
ま
じ
。
重
次
郎
成
人
し
て
親
子
三
人
に
て
か
た
き
の
有
所
を
尋
本
意

を
遂
る
な
ら
ぱ
、
帰
国
し
て
上
田
の
家
も
?
が
な
く
、
十
次
郎
が
孝
も
立
義
も

立
家
も
た
つ
な
れ
ば
、
此
道
理
を
聞
分
け
て
、
拾
五
才
迄
待
遠
な
が
ら
、
勇
め
る

気
を
し
づ
め
、
(
三
十
一
オ
)
母
が
願
ひ
を
立
て
た
べ
。
へ
だ
て
あ
る
母
な
れ
ぱ
、

実
の
子
に
か
へ
て
も
お
房
が
孝
を
立
た
き
本
意
な
れ
ど
も
、
心
得
に
は
男
女
の
へ

だ
て
な
く
、
相
続
に
は
男
女
に
へ
だ
て
有
り
。
そ
な
た
は
上
田
の
家
を
は
な
れ
他

家
へ
出
し
事
な
れ
ば
、
又
清
次
殿
に
義
理
も
有
。
高
田
の
家
を
全
ふ
す
る
が
身
の

役
な
れ
ば
、
し
ば
し
時
節
を
待
て
た
べ
。
か
く
い
ふ
は
、
が
心
根
を
艇
つ
れ
な
し

と
も
思
は
ん
乍
去
只
利
全
ふ
す
る
を
こ
そ
本
懐
の
第
一
也
。
女
な
が
ら
も
母
と

そ
な
た
と
十
次
郎
に
付
そ
ふ
な
ら
ば
、
重
次
郎
成
人
に
し
た
が
い
、
剣
術
の
執
行
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を
さ
せ
、
心
能
く
本
望
を
達
す
べ
し
は
や
ま
つ
て
不
覚
を
取
無
念
の
上
の
無
念

を
重
ね
、
上
田
の
家
名
を
汚
す
な
ら
ば
、
冥
途
に
ご
、
ざ
る
金
房
殿
何
と
言
葉
も
か

わ
さ
り
や
う
」
と
、
く
り
返
し
/
＼
お
房
を
(
三
十
一
ウ
)
勇
め
又
は
誉
て
、
利

を
言
並
べ
申
け
る
。
誠
に
余
義
な
き
事
共
也

清
次
も
始
終
を
聞
届
け
、
「
お
ふ
さ
が
孝
心
天
晴
く
。
乍
去
呉
々
母
人
の
如
仰

上
田
の
血
脈
た
る
十
次
郎
有
な
が
ら
、
か
た
き
も
大
兵
と
い
＼
此
方
は
女
の
事

お
房
壱
人
に
而
は
甚
あ
や
う
か
る
べ
し
。
万
一
う
ん
に
か
な
い
討
取
て
も
、
重
次

郎
成
人
し
て
の
後
一
分
立
難
か
る
べ
し
。
か
た
き
の
有
家
も
さ
だ
ま
り
な
く
、
太

守
の
御
立
腹
強
く
国
々
所
々
御
詮
義
有
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
行
衛
も
知
れ
ざ
れ

ぱ
、
更
に
あ
て
ど
も
な
き
か
た
き
也
。
幾
年
と
言
事
も
は
か
り
難
し
。
母
人
の
仰

ら
る
、
通
り
、
十
次
郎
が
十
五
才
を
待
て
一
統
に
尋
に
出
ん
。
そ
の
時
は
清
次
も

御
暇
を
願
、
努
の
か
た
き
と
申
立
、
同
道
し
て
力
と
な
り
本
望
を
達
す
べ
し
」
と

申
け
る
故
、
お
ふ
さ
も
「
実
尤
」
と
て
、
其
心
に
応
じ
(
=
干
ニ
オ
)
け
る
と
也

扱
夫
6
十
次
郎
が
成
人
を
の
み
待
わ
び
け
る
。
甘
後
段
々
と
年
を
重
ね
、
十
次

郎
七
ツ
の
頃
6
本
田
源
五
左
衛
門
と
い
へ
る
剣
術
の
師
匠
へ
弟
子
と
成
剣
術
を
稽

古
仕
た
り
け
る
。
既
に
宝
暦
十
三
年
に
至
り
け
れ
ば
、
十
次
郎
も
十
四
歳
に
成
け

れ
ぱ
、
明
年
十
五
歳
を
ぞ
待
居
た
り
。
然
る
に
此
年
正
月
廿
日
高
田
清
次
事
御

呼
出
し
に
預
り
、
江
戸
附
の
小
納
戸
役
に
被
申
付
、
依
之
東
武
へ
お
も
む
く
。
尤

三
年
が
間
江
戸
に
有
て
、
其
上
国
の
休
息
と
の
申
付
な
り
清
次
則
江
戸
へ
下
向

し
け
る
0

扱
又
此
時
に
伴
平
兵
衛
は
年
久
し
く
勤
け
る
故
、
是
も
取
立
に
預
り
、
足
軽
小

頭
と
成
在
江
戸
な
り
。
森
左
七
郎
が
一
件
差
お
こ
り
し
6
彼
是
、
心
労
し
け
れ
ど
も
、

い
か
ん
と
も
す
る
事
な
く
其
儘
に
成
行
し
が
、
今
度
高
田
清
次
立
身
倉
干
ニ
ウ
)

せ
し
に
ょ
り
、
ふ
た
、
び
左
七
郎
が
残
念
の
心
を
{
祭
し
、
「
清
次
な
く
ば
も
と
6
如

斯
の
変
も
出
来
ま
じ
き
。
我
か
ら
お
ん
有
森
の
家
。
お
ん
も
報
ぜ
ず
本
意
を
背
く

三
四
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な
れ
ば
、
今
計
略
を
め
ぐ
ら
し
て
高
田
清
次
に
落
度
を
附
、
か
れ
を
亡
す
も
の
な

ら
ば
、
是
我
左
七
郎
殿
へ
の
寸
志
と
も
な
ら
ん
」
と
思
ひ
て
、
風
与
心
付
し
、
実

平
兵
衛
が
森
の
家
へ
対
し
て
は
志
有
と
い
ふ
な
が
ら
、
悪
事
を
以
て
人
を
失
ひ
我

厚
恩
を
報
ぜ
ん
と
は
大
た
ん
不
敵
の
魂
な
り
。
夫
6
さ
ま
ス
＼
肺
肝
を
砕
き
て
悪

事
を
企
け
る
こ
そ
恐
ろ
し
け
れ
(
三
十
三
オ
)
白
紙
(
三
十
三
ウ
)

付
記本

稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
公
開
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
(
二
0
三
二
S
 
一
五
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
)
の
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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〔Abstract〕

'ソWιi1ι1αhajiSαつつ01ιjitS1ι10h記" is a historical novel, jitS記1'oh1ι.1t delineates a vengeance, which

Occurred in Tottoriin the Edo peHod.1t has a feat川'e as a modality ofjitS1ιfoh1ι especia11y

in the estilnation of an incident and a character.
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